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「おおさき高校生タウンミーティング」
×

「おおさき宝さがし未来トーク」を開催しました
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　11月9日、市役所を会場に「おおさき高校生タウンミー
ティング」×「おおさき宝さがし未来トーク」を開催しまし
た。
　このイベントは、高校生の市政に対する関心を高めると
ともに、高校生ならではの視点を第3次大崎市総合計画に
反映することを目的としており、市内高等学校8校から
42人が参加し、「未来につなげたい『大崎らしい豊かさ』」
をテーマに、グループに分かれてワークショップを行いま
した。
　ワークショップでは、高校生が考える本市の魅力につい
て、参加者全員で付箋に書き出しました。付箋には、「自然が豊か」や「勉強できる施設が多い」のほか、「おいしい
ラーメン屋さんがある」など、若者ならではの視点で大崎の良さが机いっぱいに並びました。
　参加者は、最初こそ緊張していましたが、次第に雰囲気も和らぎ、価値観を共有しながら、終始和やかに交流
を深めていました。最後には、「大崎らしい豊かさを実現・実践するために自分がしたいこと、みんなで大切にし

たいこと」をそれぞれが考え、発
表しました。

　 本市では、参加者の思いを今
後のまちづくりに生かしていき
ます。

▲大崎の未来について話し合う高校生

▲タウンミーティングに参加した高校生の皆さん
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　3年に一度の一斉改選に伴い、厚生労働大臣から298人が民生委員・児童委員に委嘱されました。併せて、大崎市長
から社会福祉調査員に委嘱されました。
　民生委員・児童委員は、誰もが安心して暮らせる地域づくりのため、住民の立場で、生活や福祉に関する相談に応じ
ます。

問 社会福祉課地域共生社会担当　☎23-6012
　 各総合支所市民福祉課
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　民生委員・児童委員は、地域住民の中から選ばれ、
担当地区の住民の見守りや相談活動を行います。
　今回の任期は令和7年12月1日から令和10年11
月30日までの3年間で、非常勤の地方公務員として、
無給のボランティアで活動します。
　また、福祉に関する調査活動を行う市の社会福祉
調査員を兼任します。

　主任児童委員は、子どもや子育て家庭への支
援を専門に担当し、児童福祉における関係機関
や地区担当の民生委員・児童委員と連携して活
動します。

■地域福祉活動
　高齢者や子育て家庭を対象にした交流の場づく
りなどに取り組みます。また、地域行事や学校行事
などへ参加し、住民との交流を深めます。

■関係機関・団体との連携
　行政からの依頼に基づき、担当地区内の高齢者
世帯の状況調査や、地域の福祉活動に活用される
共同募金の呼びかけなどに協力します。

■情報交換や研修
　地区ごとの月例会議に参加し、情報交換や地域
の課題などを話し合います。また、必要な知識を得
るための研修会にも参加します。

■住民の相談支援活動
　高齢者の見守りのための訪問活動や、住民が抱
える悩みや心配事などの相談に乗り、必要に応じて
行政や専門機関へつなぎ、福祉サービスなどの情
報提供を行います。

　民生委員・児童委員には守秘義務があります。相談内容や個
人の秘密は守られますので、安心して相談してください。

民生委員・児童委員とは 主任児童委員とは

こんな活動をします

気軽に相談してください
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今回委嘱された民生委員・児童委員に日々の活動を通して感じることなどについて、話を聞きました。
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 氏
担当地区:志田地区穂波〔南〕
委 員 歴:3期目

佐々木 次
つ ぎ
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 氏
担当地区:鹿島台地区大迫・

小迫・鹿島台岩渕
委 員 歴:3期目

　今の住まいに引っ越してから2年ほどで、東日本大震災が発生しました。当時は隣近所との
付き合いも少なかったため、助け合いたいとは思うけれど声をかけてもよいのか迷ったことが
ありました。その経験から有事の際こそ地域の人とのつながりが重要と感じ、美容室を営みな
がら民生委員・児童委員や交通指導隊員として地域を見守っています。
　担当地区は新興住宅地で、昔からのコミュニティーが他の地区に比べて少ない傾向にありま
す。80～90代の人から「集いの場があるとうれしい」という声があり、おととしからお茶会を実
施するようになりました。高齢になってから急に地域の催しに参加しようとすると敷居の高さ
を感じてしまうため、現在は将来を見越し、40～50代のうちから交流の機会をつくって住民同
士のつながりがある地域を目指しています。
　昔に比べると一緒に何かをするという雰囲気が薄れてきていますが、子どもから高齢者まで
楽しめる催しを企画するなど、住民と楽しみを共有しながらコツコツとつながりを広げていき
たいです。

　前職は小学校の教員で、退職後に行政区長の勧めで民生委員・児童委員になりました。
　主に、担当地区の80歳以上の高齢者の家を月1～2回訪問する「見守り活動」を行っています。
80～90代が多いため、訪問した時に元気な姿が見られるとうれしいです。お茶をごちそうにな
りながら、人生の先輩からの経験談などもあり、楽しい時間を過ごしています。また、鹿島台地
区では65歳以上の一人暮らしの人を対象にした「茶

ちゃ

友
ゆう

会
かい

」を年に4回、社会福祉協議会が主催
しています。参加者同士での会話を楽しみにしている人が多く、活動にも力が入ります。
　委員としてのさまざまな活動を通じて、地域を知ることができるため、やりがいを感じてい
ます。一方、地域では少子高齢化や核家族化による交流機会の減少、8050問題（※）、空き家問題
など深刻な課題を抱えています。関係機関と連携して、楽しく顔を合わせる機会をつくり、住民
が明るく楽しく暮らせる地域を目指したいです。

※80代の親が50代の子どもの生活を支える、社会的孤立や経済的困窮の問題を抱える世帯の状況を
指す言葉です。

▲催しを企画・検討する民生委員・児童委員

広報おおさき　令和7年12月号広報おおさき　令和7年12月号 22広報おおさき　2025年12月号広報おおさき　2025年12月号33



早　
坂　
み
さ
子

（
中
里
南
第
一〔
東
〕）

山　
田　
礼　
子

（
中
里
南
第
一〔
西
〕）

五
十
幡　
光　
世

（
中
里
南
第
二〔
東
〕）

千　
葉　
は
る
子

（
中
里
南
第
二〔
西
〕）

北　
澤　
和　
美

（
中
里
南
第
三〔
南
〕）

早　
坂　
み
よ
子（
駅
南
団
地〔
北
〕）

佐
々
木　
扶　
美（
北
町
南
）

鈴　
木　
光　
代（
北
町
中〔
東
〕）

平　
　
　
由
里
子（
北
町
北
一
）

佐
々
木　
利　
夫（
北
町
北
二
）

紺　
野　
佳　
子（
主
任
児
童
委
員
）

後　
藤　
純　
一（
若
葉・
１
）

我　
妻　
ま
す
み（
宮
袋〔
南
〕）

新　
山　
節　
子（
宮
袋〔
北
〕）

佐
々
木　
　
　
真（
福
浦
一
）

亀　
山　
　
　
園（
福
浦
二
）

澤　
田　
謙　
次（
福
浦
三
）

鹿　
野　
吉　
夫（
江
合
本
町・
１
）

石　
川　
浩　
美（
江
合
本
町・
２
）

栁　
橋　
佳
世
子（
江
合
寿
町〔
南
〕）

坂　
屋　
祥　
子（
江
合
寿
町〔
北
〕）

岡　
田　
克　
巳（
江
合
錦
町〔
東
〕）

斎　
藤　
暁　
美（
江
合
錦
町〔
西
〕）

宇
津
木　
浩　
恵（
福
沼
一
）

大　
髙　
誠　
子（
福
沼
二〔
南
〕）

菊　
池　
美
智
子（
福
沼
二〔
北
〕）

阿　
部　
澄　
江（
福
沼
三〔
東
〕）

青　
沼　
則　
明（
李
埣
西
一〔
南
〕）

飯　
田　
　
　
豊（
李
埣
西
一〔
北
〕）

千　
葉　
幸　
哉

（
李
埣
東〔
南
〕、馬
寄
）

青　
沼　
和　
男（
李
埣
東〔
北
〕）

西　
村　
美
智
代（
鶴
ケ
埣〔
東
〕）

熊　
谷　
文　
子（
鶴
ケ
埣〔
西
〕）

相　
澤　
久
仁
子（
蓑
口
沼〔
東
〕）

青　
沼　
波
留
美（
蓑
口
沼〔
西
〕）

和　
久　
よ
す
え（
神
田〔
南
〕）

瀧　
川　
ま
ゆ
み（
神
田〔
北
〕）

佐
々
木　
幸　
子（
主
任
児
童
委
員
）

加
賀
谷　
繁　
喜（
塚
目
南〔
南
〕）

佐
々
木　
收　
子（
塚
目
南〔
北
〕）

佐
々
木　
と
み
子（
塚
目
北
）

佐
々
木　
隆　
子（
米
倉
南
）

今　
野　
浩　
美（
米
倉
北
）　

三　
塚　
麻
里
模（
穂
波〔
南
〕）

今　
村　
由
紀
子（
穂
波〔
北
〕）

佐
々
木　
廣　
明

（
西
荒
井
上
、西
荒
井
南
）

畑　
山　
春　
夫（
西
荒
井
北
）

加　
藤　
淳　
子（
飯
川
上
）　

木　
村　
京　
子（
飯
川
下
）

中　
川　
悦　
子（
渋
井
、荒
田
目
）

今　
野　
利
惠
子（
上
中
目
、新
堀
）

金　
森　
百
光
子（
西
古
川
駅
前
）

佐
々
木　
俊　
彦（
斎
下
、氷
室
）

高　
橋　
恵　
一（
保
柳
）

三　
瓶　
純　
子（
主
任
児
童
委
員
）

川　
嶋　
恵　
美（
主
任
児
童
委
員
）

鹿　
野　
志
津
子（
大
崎
南
）

千　
葉　
富
士
夫

（
大
崎
北
、大
崎
中
）

三　
田　
真
理
子

（
成
田
、向
三
丁
目
）

宍　
戸　
夕
紀
子（
三
丁
目
）

由　
利　
里　
美

（
新
田
東
、新
田
南
）

中　
鉢　
重　
子

（
新
田
西
、新
田
中〔
上
宿
な
ど
〕）

門　
間　
弘　
美

（
大
西
、新
田
中〔
川
原
前
〕）

佐
々
木　
裕　
徳（
主
任
児
童
委
員
）

今　
野　
睦　
男

（
小
林
上
、小
林
下
）

宮　
本　
あ
き
子

（
宮
沢
南
、宮
沢
中
、宮
沢
北
）

　
　
刈　
美
智
子

（
桜
ノ
目
上
、桜
ノ
目
下
）

晴　
山　
た
え
子

（
桜
ノ
目
北
、川
熊
南
）

熊　
谷　
信　
子

（
川
熊
北
、川
熊
南〔
一
部
〕、宮
沢
北〔
一
部
〕）

岩　
﨑　
　
　
信（
主
任
児
童
委
員
）

髙　
橋　
幸　
治（
沢
田
下
）

石　
村　
明　
美（
沢
田
上
、長
岡
）

平　
野　
和　
則

（
荒
谷
第
三
、第
四
）

門　
田　
よ
し
え（
小
野
第
一
）

渡　
辺　
秀　
美

（
小
野
第
二
、第
三
）

髙　
橋　
眞　
一

（
小
野
第
四
、第
五
）

佐　
藤　
美　
穂（
主
任
児
童
委
員
）

早　
坂　
悦　
子（
休
塚
西
）

狩　
野　
敬　
子（
休
塚
東
）

渡　
辺　
真　
実（
狐
塚
、馬
放
）

小　
出　
良　
子（
富
長
西
、渕
尻
）

大　
﨑　
久
美
子

（
上
埣
、馬
櫛
、下
谷
地
）

大　
柳　
　
　
薫（
主
任
児
童
委
員
）

二　
郷　
由
美
子（
大
幡
南
）

三　
　
　
の
り
子（
大
幡
西
）

関　
　
　
桂　
子（
宮
内
、境
野
宮
）

内　
藤　
栄　
松（
師
山
）

藤　
元　
英　
隆（
楡
木
）

阿　
部　
れ
い
子（
石
森
）

今　
野　
貴　
一（
下
中
目
一
）

成　
田　
幸　
治（
下
中
目
ニ
）

石　
川　
忠　
彦

（
深
沼
、桑
針
、古
川
谷
地
中
）

大　
友　
敦　
子（
主
任
児
童
委
員
）

奥　
山　
由　
美（
矢
目
）

菊　
地　
千
代
子（
猪
狩
、堤
根
）

佐
々
木　
郁　
子

（
古
川
新
田
、中
沢
）

細　
川　
順　
子（
柳
原
、北
谷
地
）

髙　
木　
由　
希（
主
任
児
童
委
員
）

佐　
藤　
幸　
夫（
雨
生
沢
）

千　
葉　
明　
美（
北
宮
沢
表
）

加　
藤　
諒　
子（
北
宮
沢
裏
）

髙　
橋　
幸　
江（
下
清
水
沢
）

我　
妻　
早　
苗（
上
清
水
沢
）

𫝆　
野　
由
加
里（
元
清
滝
）

佐
々
木　
良　
一（
主
任
児
童
委
員
）

青　
木　
初　
子

（
入
町
、松
山
横
町
、茶
釜
台
）

髙　
橋　
京　
子（
町
、竹
の
花
）

目　
黒　
千　
代

（
文
化
丁
、松
山
台
町
、新
丁
）

鈴　
木　
美
佐
子（
上
野
）

武　
田　
美
津
子（
山
王
、野
田
）

櫻　
井　
多
佳
子（
広
岡
、次
橋
）　

我　
妻　
由　
加

（
松
山
駅
前
、駅
前
中
）

吉　
田　
弘　
惠（
鍋
田
、金
ケ
崎
）

田　
村　
和　
幸（
駅
前
二
）

大　
橋　
澄　
江（
金
谷
）

若　
張　
育　
子

（
長
尾
、松
山
新
田
）

三　
浦　
善　
光（
須
摩
屋
）

八　
巻　
　
　
徹

（
花
ケ
崎
、下
沢
、太
夫
沢
）

久　
本　
や
す
え（
主
任
児
童
委
員
）

佐　
藤　
久　
美（
主
任
児
童
委
員
）

小
野
寺　
つ　
ぎ

（
斉
田
、音
無
、坂
本
）

稲　
村　
ふ
さ
子（
蟻
ケ
袋
）

熊　
谷　
英　
敏

（
混
内
山
、三
本
木
南
町〔
廻
山
〕）

佐　
　
　
雄　
一（
三
本
木
新
町
）

渡　
辺　
誠　
子（
三
本
木
南
新
町
）

跡　
部　
正　
彦（
伊
賀
）

宮　
野　
講　
子（
三
本
木
南
町
）

及　
川　
幸　
子（
仲
町
）

二　
郷　
成　
子

（
三
本
木
北
町〔
北
部
〕）

菅　
原　
江　
美

（
三
本
木
北
町〔
南
部
〕）

古　
内　
早　
苗（
南
谷
地
）

渡　
辺　
昭　
彦（
桑
折
）

加　
　
　
光　
枝

（
秋
田
、上
伊
場
野
）

佐
々
木　
陸　
奥

（
蒜
袋
、多
田
川
、高
柳
）

桑　
添　
正　
昭

（
門
梨
、鉄
炮
町
、川
井
、上
沢
）

小　
関　
芳　
樹

（
上
沖
、下
沖
、三
本
木
中
谷
地
、上
宿
、下
宿
）

鈴　
木　
晴　
美（
主
任
児
童
委
員
）

及　
川　
み
や
子（
主
任
児
童
委
員
）

板　
橋　
恵　
子

（
鈴
掛〔
南
〕、姥
ヶ
沢〔
東・南
〕）　

阿　
部　
ゆ　
り

（
鈴
掛〔
北
〕、姥
ヶ
沢〔
北
〕）

大　
崎　
か
な
え（
本
地
）

佐
々
木　
満　
枝（
竹
谷
）

𠮷　
村　
家
栄
己

（
三
ツ
屋
、上
地
、鎌
巻
）

亀
掛
川　
　
　
翼（
福
芦
住
宅〔
東
〕）　

赤　
間　
真
由
美

（
鹿
島
台
大
沢〔
東
〕）

後　
藤　
さ
よ
子

（
鹿
島
台
大
沢〔
西
〕）

千　
葉　
孝　
子（
上
平
渡
）

冨　
田　
富　
子（
鹿
島
台
長
根
）

武　
藤　
圭　
子（
鹿
島
台
駅
前
）

伊　
　
　
里　
子（
御
屋
敷
）

千　
崎　
千　
秋（
東
平
渡〔
東
〕）

木　
村　
良　
明（
東
平
渡〔
西
〕）

鈴　
木　
達　
夫

（
杉
ヶ
崎〔
国
道
東
側
〕）

髙　
橋　
克　
江

（
杉
ヶ
崎〔
国
道
西
側
〕）

佐　
　
　
孝　
子

（
鹿
島
台
山
谷
、広
長
、元
鹿
島
台
）

小　
野　
礼　
子

（
内
ノ
浦〔
大
舘
山
〕）

佐　
藤　
利　
男（
砂
子
沢
、渕
花
）

鹿　
野　
英　
行

（
深
谷
、大
迫
新
田
）

佐
々
木　
次　
夫

（
大
迫
、小
迫
、鹿
島
台
岩
渕
）

伊　
藤　
明　
美

（
上
志
田
、下
志
田
）

遠　
藤　
龍　
子（
主
任
児
童
委
員
）

柴　
田　
理
智
子（
主
任
児
童
委
員
）

笠　
原　
直　
紀（
小
倉
）

大　
場　
美
津
子（
上
馬
館
）

大　
場　
　
　
斉（
下
馬
館
）

曾　
根　
　
　
讓（
大
坪
、小
坪
）

石　
川　
美
知
子（
黄
金
田
）

佐
々
木　
英　
行（
小
松
川
、菅
生
）

山　
口　
利　
広（
鵙
目
）

舘　
内　
こ
う
子（
上
宮
）

佐
々
木　
ひ
ろ
み（
下
宮
）

田　
中　
京　
子（
池
月
中
央
）

和　
田　
耕　
三（
根
岸
）

大　
山　
や
す
子（
沖
）

三　
　
　
秀　
男（
一
ノ
坪
）

布　
　
　
広　
行（
宿
、天
王
寺
）

高　
橋　
孝　
則

（
大
保
、上
野
目
山
谷
）

伊　
藤　
由　
美（
要
害
）

千　
葉　
勝　
子（
東
昌
寺
沢
）

中　
森　
成　
信（
大
学
町
）

千　
葉　
実　
成（
川
原
町
）

佐　
藤　
公　
雄（
岩
出
山
北
町
）

佐　
　
　
よ
し
子（
岩
出
山
南
町
）

千　
葉　
美
智
子（
浦
北
）

瀨　
戸　
健　
哉（
浦
南
）

小
埜
寺　
順　
子（
通
丁
）

中　
鉢　
し
づ
ゑ（
轟
）

阿　
部　
ゆ
り
子（
新
橋
）

浅　
野　
こ
う
み（
東
川
原
町
）

佐
々
木　
宗　
弘（
川
北
）

齋　
藤　
明　
美（
下
野
目
八
幡
）

氏　
家　
の
り
子（
白
鳥
）

今　
野　
　
　
力（
薬
師
）

佐
々
木　
正　
美（
馬
主
）

加　
藤　
邦　
江（
主
任
児
童
委
員
）

早　
川　
　
　
梢（
主
任
児
童
委
員
）

上　
野　
則　
子（
中
山
西
）

今　
野　
由　
美（
中
山
東
）

岡　
崎　
斎　
一（
湯
元
）

髙　
橋　
裕　
一（
車
湯
）

遊　
佐　
雄　
一

（
鳴
子
岩
渕〔
大
畑・岩
渕
〕）

中　
鉢　
正　
志

（
鳴
子
岩
渕〔
末
沢
〕）

齋　
藤　
誠　
子（
東
鳴
子
）

板　
垣　
幸　
壽（
石
ノ
梅
、沢
）

千　
葉　
榮　
一（
向
山
）

狩　
野　
俊　
明（
川
渡
）

阿　
部　
り
つ
こ（
上
川
原
）

髙　
橋　
茂　
樹（
鍛
冶
谷
沢
）

小　
原　
泰　
子（
南
野
際
）

中　
鉢　
と
し
江（
北
野
際
）

小　
澤　
き
み
子（
黒
崎
）

遠　
藤　
　
　
實（
小
身
川
原
）

鹿　
野　
友　
子（
蟹
沢
、小
向
）

曽　
根　
春　
美（
川
東
）

髙　
橋　
た
き
み（
原
）

髙　
橋　
英
理
子（
田
野
、中
川
原
）

髙　
橋　
萬
喜
夫

（
軍
沢
、寒
湯
、岩
入
西
、岩
入
東
）

髙　
橋　
信　
子（
主
任
児
童
委
員
）

遠　
藤　
明　
美（
主
任
児
童
委
員
）

白　
岩　
敏　
樹（
田
町
）

只　
野　
新　
治（
元
町
、仲
荒
町
）

田　
中　
俊　
則（
横
町
河
岸
前
）

𫝆　
野　
泰　
幸（
田
尻
新
町
）

男　
澤　
信　
子（
北
牧
目
）

髙　
橋　
節　
子（
通
木
）

鈴　
木　
準　
一（
大
嶺
）

佐
々
木　
敬　
一

（
大
嶺
三
、田
尻
八
幡
）

伊　
東　
儀　
照（
南
小
松
、中
目
）

髙　
橋　
邦　
輔

（
北
小
松
、沼
木
諏
訪
峠
）

佐
々
木　
明　
弘（
大
杉
）

伊　
　
　
　
　
孝（
木
戸
）

伊　
藤　
ま
ゆ
み（
百
塚
上
高
野
）

青　
木　
宏　
之（
沼
部
峯
崎〔
東
〕）

大　
場　
温　
子（
沼
部
峯
崎〔
西
〕）

廣　
亀　
明　
雄

（
貝
ノ
堀
、若
林
、葉
山
上
北
山
）

菊　
地　
れ
い
子（
富
岡
）

藤　
山　
芳　
子（
下
高
野
）

橋　
元　
泰　
志（
桜
田
）

佐
々
木　
幸　
廣

（
北
小
塩
、中
南
小
塩
）

荒　
　
　
孝　
治（
百
々
荒
柳
）

角　
田　
正　
吾（
田
尻
大
沢
）

伊　
藤　
典　
子

（
北
小
牛
田
上
、北
小
牛
田
下
、田
尻
谷
地
中
）

門　
間　
い
さ
子

（
北
又
、上
南
曲
田
）

酒　
井　
恵　
美（
新
田
ノ
目
）

佐
々
木　
一　
夫（
田
尻
長
根
）

大　
森　
　
　
習（
宿
、鹿
飼
）

石　
川　
ふ
み
子（
舞
岳
）

菅　
原　
早　
苗（
中
沢
目
）

伊　
藤　
涼　
子（
伸
萠
、長
沢
）

千　
葉　
聖　
治（
北
長
根
、小
沢
）

工　
　
　
ひ
ろ
み（
主
任
児
童
委
員
）

平　
野　
裕　
子（
主
任
児
童
委
員
）

荒
雄
地
区

志
田
地
区

東
大
崎
地
区

宮
沢
地
区

敷
玉
地
区

長
岡
地
区

高
倉
地
区

富
永
地
区

清
滝
地
区

松
山
地
区

三
本
木
地
区

鹿
島
台
地
区

岩
出
山
地
区

鳴
子
地
区

田
尻
地
区
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令和6年度
決算概要
　令和6年度は、物価高騰対策の継続
や防災・子育て・地域経済底上げに取
り組むとともに、第2次大崎市総合計
画や地方創生総合戦略を踏まえ、必要
性・優先度の高い事業や各種計画を推
進するための取り組みを行いました。
　決算では、歳入が704億757万円に
対し、歳出が685億7,276万円で、歳入
から歳出を差し引いた形式収支額は
18億3,481万円となり、昨年度に引き
続き黒字の決算となりました。決算の
概要についてお知らせします。
　詳しくは、市ウェブサイトを確認し
てください。
問 財政課財政担当
  　☎23-5029

億
６
９
７
７
万
円
と
な
り
、前
年

度
と
比
較
し
て
２
億
９
９
０
７
万

円
減
少
し
ま
し
た
。こ
れ
は
市
債

の
返
済
が
進
み
、普
通
交
付
税（
地

方
交
付
税
）の
算
出
基
礎
で
あ
る

公
債
費
の
必
要
額
が
縮
小
し
、普

通
交
付
税
額
が
減
少
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
市
税
は
、太
陽
光
発
電
設
備
な

ど
の
償
却
資
産
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
り
、固
定
資
産
税
の
収
入
が

伸
び
、全
体
で
５
億
３
９
９
６
万
円

増
の
１
７
２
億
３
９
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、２
億
９
０
８
７
万
円

増
の
１
１
８
億
９
３
６
４
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
財
政
基
盤
の
安
定
性
と
行
政
運

営
の
自
主
性
を
高
め
る
た
め
に
、

市
税
を
は
じ
め
と
す
る
自
主
財
源

の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

歳
出【
目
的
別
】（
図
②
）

　
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

る
の
が
民
生
費
で
、34・６
％
と
な

り
ま
し
た
。続
い
て
土
木
費
、公
債

費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
項
目
を
令
和
５
年
度
と
比
較

す
る
と
、民
生
費
は
、５
億
８
２
４
０

万
円
増
の
２
３
６
億
９
４
１
１
万

円
と
な
り
ま
し
た
。令
和
６
年
10

月
か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、対

象
年
齢
を
高
校
生
相
当
ま
で
引
き

上
げ
る
な
ど
、給
付
対
象
を
拡
大

し
た
児
童
手
当
給
付
事
業
費
の
増

加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
土
木
費
は
、老
朽
化
し
た
市
営

住
宅
の
建
て
替
え
工
事
や
、道
路

の
長
寿
命
化
修
繕
事
業
な
ど
に
よ

り
、12
億
１
８
０
６
万
円
増
の
84
億

６
８
１
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、合
併
特
例
事
業
債
の

返
済
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、８
億

６
４
７
万
円
減
の
82
億
１
５
７
７

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出【
性
質
別
】（
図
③
）

　
扶
助
費
は
、障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

６
億
２
３
５
４
万
円
増
の
１
５
５

億
３
２
６
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
人
件
費
は
、人
事
院
勧
告
に
伴

う
職
員
手
当
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、６
億
８
８
２
８
万
円
増
の
94
億

５
３
３
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
費
等
は
、国
庫
補
助
返
還
金

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

３
億
９
５
３
３
万

円
減
の
１
１
９
億

８
５
４
２
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入（
図
①
）

　
歳
入
は
、市
税
な
ど
の
自
主
的

に
収
入
で
き
る
自
主
財
源
と
、地

方
交
付
税
な
ど
の
国
や
県
な
ど
か

ら
交
付
さ
れ
る
依
存
財
源
に
分
け

ら
れ
ま
す
。財
政
比
率
は
、自
主
財

源
が
36・０
％
に
対
し
て
、依
存
財

源
が
64・０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占

め
て
い
る
の
が
地
方
交
付
税
で
、歳

入
の
25・
９
％
に
当
た
る
１
８
２

【用語解説】
❶義務的経費
■扶助費
　生活保護費や各種医療費の
助成など
■人件費
　市職員給与や市議会議員報
酬、各種委員報酬、共済組合負
担金など
■公債費
　借り入れた市債（借金）の返
済金
❷投資的経費
■普通建設事業費
　道路や公園、学校、市営住宅
など公共施設の建設費など
■災害復旧事業費
　災害時の公共施設の復旧費
など
❸その他の経費
■補助費等
　特定の事業や団体への補助
金や負担金、報償金、寄付金な
ど
■物件費
　光熱水費や消耗品費、委託
料、使用料など
■繰出金
　特別会計などの他会計への
繰り出し金
■維持補修費
　道路や学校など、公共施設
の維持補修経費
■投資・出資・貸付
　融資制度による貸付金など
■積立金
　基金への積立金

一
般
会
計
の
歳
入・歳
出

歳入 704億757万円歳出 685億7,276万円
【図①】

【図②】

【図③】

目的別
民生費 236億9,411万円
土木費 84億6,816万円
公債費 82億1,577万円
総務費 75億6,817万円
衛生費 72億3,311万円
教育費 66億6,662万円
消防費 23億2,316万円
農林水産業費 19億9,996万円
商工費 16億8,671万円
議会費 3億4,397万円
災害復旧費 3億3,550万円
労働費 3,752万円

性質別
❶❶ 義務的経費　48.5％
扶助費 155億3,269万円
人件費 94億5,339万円
公債費 82億1,577万円
❷❷ 投資的経費　10.2％
普通建設事業費 66億2,943万円
災害復旧事業費 3億4,603万円
❸❸ その他の経費　41.3％
補助費等 119億8,542万円
物件費 79億　423万円
繰出金 46億1,892万円
維持補修費 14億6,958万円
投資・出資・貸付 13億4,500万円
積立金 10億7,230万円

🅐🅐 自主財源　36.0%
市税 172億　390万円
繰入金 36億7,512万円
諸収入 16億4,226万円
繰越金 9億6,292万円
寄附金 7億3,694万円
使用料及び手数料 4億9,942万円
分担金及び負担金 3億6,671万円
財産収入 2億5,087万円

🅑🅑 依存財源　64.0％
地方交付税 182億6,977万円
国庫支出金 118億9,364万円
市債 49億2,320万円
県支出金 46億2,739万円
地方消費税交付金 33億4,860万円
その他の交付金 13億3,129万円
地方譲与税 6億7,554万円

市民1人当たりに使われた金額市民1人当たりに使われた金額
1年間で56万5,660円1年間で56万5,660円

市民1人当たりが納めた市税額市民1人当たりが納めた市税額
1年間で14万1,916円1年間で14万1,916円

※�令和7年3月31日現在の人口12万1,226人で算出して
います。

※�令和7年3月31日現在の人口12万1,226人で算出し
ています。

民生費
土木費
公債費
総務費
衛生費
教育費
消防費

農林水産業費
商工費
議会費

災害復旧費
労働費

19万5,454円
6万9,854円
6万7,772円
6万2,430円
5万9,666円
5万4,993円
1万9,164円
1万6,498円
1万3,914円
2,837円
2,768円
310円

都市計画事業を行う経費の
一部に使われています。

源泉保護などの温泉施設管
理のほか、観光施設整備や
観光振興などを行う経費の
一部に使われています。

入湯税の使い道 都市計画税の使い道

観光施設維持管理経費
4,516万円

観光振興事業 1,946万円
温泉事業 563万円
合計 7,025万円

下水道事業（下水道事業会
計支出金）

7億8,026万円
街路事業（李埣新田線、稲葉
小泉線など）

130万円
合計 7億8,156万円

固定資産税 82億9,905万円 都市計画税 7億8,156万円
市民税 64億1,122万円 軽自動車税 5億1,650万円
市たばこ税 11億2,532万円 入湯税 7,025万円

民生費
34.6%

公債費
12.0%

総務費
11.0%

衛生費
10.5%

土木費
12.3%

教育費
9.7%

消防費 3.4%
農林水産業費 2.9%

商工費 2.5% 災害復旧費 0.5%
議会費 0.5%

労働費 0.1%

扶助費
22.7%

公債費
12.0%

人件費
13.8%補助費等

17.5%

物件費
11.5%

繰出金
6.7%

積立金 1.6%投資・出資・貸付 1.9%
維持補修費 2.1%

普通建設
事業費
9.7%災害復旧

事業費 0.5%

❶

❷

❸

A

B

市税 24.5%

地方交付税 25.9%

国庫支出金 16.8%

市債 7.0%

県支出金
6.6%

地方消費税交付金 4.8%

その他の交付金 1.9% 地方譲与税 1.0%

繰入金 5.2%

諸収入 2.3%

繰越金 1.4%
寄附金 1.0%

分担金及び
負担金 0.5%

使用料及び
手数料 0.7%

財産収入 0.4%
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特
別
会
計

　
特
別
会
計
の
総
額（
図
④
）は
、

歳
入
は
２
８
９
億
７
５
４
９
万
円
、

歳
出
は
２
８
６
億
３
３
８
万
円
と

な
り
、形
式
収
支
は
全
て
の
会
計
で

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

公
営
企
業
会
計

　
水
道
事
業
会
計
の
収
益
的
収
支

で
は
、給
水
収
益
は
減
少
し
た
も

の
の
、純
利
益
は
５
８
９
万
円
と
な

り
、前
年
度
に
引
き
続
き
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
資
本
的
収
支

で
は
14
億
６
５
８
０
万
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
事
業
会
計
の
収
益
的
収

支
で
は
、下
水
道
使
用
料
収
入
の

伸
び
悩
み
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
収
入
が
減
少
し
た
の
に
対
し
、

委
託
料
や
減
価
償
却
費
な
ど
営
業

費
用
は
増
加
し
、２
億
３
０
８
８
万

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

資
本
的
収
支
で
は
13
億
６
６
７
９

万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
院
事
業
会
計
の
収
益
的
収
支

で
は
、高
額
な
手
術
や
化
学
療
法
の

件
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
医
業
収

益
が
増
加
し
ま
し
た
が
、人
件
費
の

上
昇
や
、物
価
高
騰
な
ど
で
費
用

全
体
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

17
億
３
１
５
１
万
円
の
赤
字
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、資
本
的
収
支
で

は
７
億
５
８
４
６
万
円
の
赤
字
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、公
営
企
業
会
計
の
資
本

的
収
支
で
の
赤
字
額
に
つ
い
て

は
、収
益
収
支
の
純
利
益
な
ど
で

蓄
え
ら
れ
た
内
部
留
保
資
金
な
ど

で
補ほ

填て
ん

し
て
い
ま
す
が
、経
営
状

況
は
、さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

大
崎
市
の
長
期
借
入
金（
市
債
）

　
市
の
借
金
に
当
た
る「
市
債
」

の
残
高（
図
⑤
）は
１
２
６
１
億

３
７
２
６
万
円
で
、前
年
度
よ
り

46
億
５
３
８
６
万
円
減
少
し
ま
し

た
。 

　
そ
の
う
ち
、一
般
会
計
に
お
い

て
は
、新
規
借
入
額
よ
り
も
返
済

額
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
30
億

２
６
６
３
万
円
減
少
し
、７
３
４
億

４
４
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
債
は
、施
設
の
建
設
な
ど
長

期
に
わ
た
っ
て
便
益
を
受
け
る
事

業
を
対
象
に
発
行
し
、そ
の
後
、施

設
な
ど
の
耐
用
年
数
に
応
じ
て
返

済
す
る
こ
と
で
、世
代
間
の
負
担

や
財
政
支
出
を
平
準
化
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。な
お
、市
債
の
返
済

に
は
、地
方
交
付
税
を
通
し
て
一

定
の
財
政
支
援
を
受
け
ら
れ
る
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、自
主
財
源
も

伴
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。将
来
の

影
響
を
推
計
し
な
が
ら
、次
世
代

へ
の
負
担
が
過
度
に
な
ら
な
い

よ
う
、事
業
を
計
画
し
て
い
き
ま

す
。

大
崎
市
の
貯
金（
積
立
金
）

　
市
の
貯
金
に
当
た
る「
積
立

金
」の
残
高（
図
⑤
）は
、１
４
９
億

３
６
７
３
万
円
で
、前
年
度
よ
り

24
億
４
３
９
９
万
円
減
少
し
ま
し

た
。

　
そ
の
う
ち
、財
政
調
整
基
金
に

お
い
て
は
、一
般
会
計
の
歳
出
需

要
の
増
加
に
対
し
て
、取
り
崩
し

額
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、残

高
は
15
億
６
３
５
万
円
減
少
し
、

36
億
５
９
１
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
財
政
調
整
基
金
は
、突
発
的
な

災
害
や
社
会
情
勢
に
伴
う
新
た
な

財
政
需
要
が
発
生
し
た
と
き
な
ど

に
備
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。仮
に

基
金
が
枯
渇
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
へ
の
対
応

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。こ
れ
以
上
の
基
金
取
り

崩
し
を
行
わ
な
い
た
め
に
も
、歳

出
規
模
を
適
正
化
し
、緊
急
時
に

安
心
し
て
対
応
で
き
る
水
準
ま
で

回
復
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
市
と
人
口
規
模
な
ど
が
類
似

す
る
市
町
村
と
比
較
し
た
と
こ

ろ
、人
口
規
模
に
対
し
て
財
政
規

模
が
大
き
く
、突
発
的
な
財
政
需

要
に
備
え
る
た
め
の
財
政
調
整
基

金
が
他
市
町
村
と
比
較
し
て
少
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
市
民
生
活
に
必
要
な
施
策
や
事

業
を
今
後
も
提
供
し
て
い
く
た

め
に
、非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
つ
つ
、財
政
調
整
基
金

繰
入
金
へ
の
依
存
度
を
戦
略
的
に

引
き
下
げ
る
た
め
の
改
革
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

令
和
７
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
を

行
財
政
運
営
改
革
の
強
化
期
間
と

し
て
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
特
に
、既
存
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
は
、徹
底
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ・

ア
ン
ド・ビ
ル
ド
の
視
点
に
立
ち
、

見
直
し
や
再
構
築
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、新
規
の
事
務
事
業
は
、総
合

計
画
と
の
関
係
性
や
貢
献
度
を
客

観
的
に
検
証
し
ま
す
。

　
今
後
は
、人
口
減
少
な
ど
に
よ

り
、よ
り
一
層
厳
し
い
財
政
運
営

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、選
択

と
集
中
の
視
点
を
も
っ
て
限
ら

れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
、

総
額
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、財
政

の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

令和6年度決算に基づく
財政健全化判断比率などの公表
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づ
き、公表が義務付けられている健全化判断比率（実質赤
字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担
比率）と公営企業資金不足比率は、各項目が基準をクリ
アしていることが確認されましたが、年々数値は悪化し
ています。

会計区分 歳入 歳出
一般会計 704億　757万円 685億7,276万円
特別会計 289億7,549万円 286億　338万円

市有林事業 2,807万円 2,638万円
奨学資金貸与事業 2,503万円 2,194万円
夜間急患センター事業 1億4,425万円 1億3,841万円
国民健康保険 137億1,000万円 135億9,881万円
後期高齢者医療 16億7,663万円 16億2,491万円
介護保険 132億8,887万円 131億9,146万円
宅地造成事業 1億　132万円 69万円
工業団地造成事業 132万円 78万円
公営企業会計

水道事業会計 42億3,962万円 56億9,953万円
（収益的収支） 35億6,600万円 35億6,011万円
（資本的収支） 6億7,362万円 21億3,942万円
下水道事業会計 80億3,439万円 96億3,206万円

（収益的収支） 41億8,957万円 44億2,045万円
（資本的収支） 38億4,482万円 52億1,161万円
病院事業会計 290億　220万円 314億9,217万円

（収益的収支） 274億3,188万円 291億6,339万円
（資本的収支） 15億7,032万円 23億2,878万円

※�水道事業、下水道事業、病院事業の収益的収支は税抜き数値で掲
載しています。

1,261億
  3,726万円 149億

  3,673万円

193億
  8,718万円

184億
  3,188万円

179億
  4,106万円1,338億

  3,017万円

1,343億
  4,617万円

1,336億
  2,381万円

1,307億
  9,112万円

173億
  8,072万円

特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計

【用語解説】
■収益的収支
　上下水道料金や診療報酬などの収入と、職
員給与や減価償却費などの支出をまとめた
もの
■資本的収支
　上下水道や病院の施設・設備などの整備に
係る収入と支出をまとめたもの

【用語解説】
■資金不足比率
　公営企業の資金不足額を、公営企業の料金収入など
の規模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示す
もの
■経営健全化基準
　自主的かつ計画的に公営企業の経営の健全化を図
るべき「資金不足比率」の基準として、定められた数値

市
債
と
積
立
金

今
後
の
財
政
運
営

【図④】
【図⑤】

会計別決算の内訳

市債・積立金残高の推移

大崎市と類似する自治体との比較

健全化判断比率 （単位：%）

項目 令和6年度
数値

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 ― (―) 11.52 20.00
連結実質赤字比率 ― (―) 16.52 30.00
実質公債費比率 7.9 （7.3） 25.00 35.00
将来負担比率 79.3 （65.9） 350.0
※�実質赤字額・連結実質赤字額がない場合は、「－」で表示しています。
※令和6年度数値欄の(　)内の数値は、令和5年度の数値です。

公営企業資金不足比率 （単位：%）

公営企業会計 令和6年度
数値

経営健全化
基準

水道事業 ―

20.00
下水道事業 ―
病院事業 ―
宅地造成事業 ―
工業団地造成事業 ―
※資金不足比率がない場合は、「－」で表示しています。

大崎市 A市 B市 C市
令和2年国勢調査人口 127,330人 138,613人 139,344人 144,746人
歳入総額　(ア) 696億8,027万円 682億8,917万円 610億9,676万円 610億4,773万円
歳出総額　(イ) 678億3,485万円 649億3,181万円 580億1,428万円 579億1,338万円
形式収支　(ア)－(イ) 18億4,542万円 33億5,736万円 30億8,248万円 31億3,435万円
財政調整基金 36億　591万円 57億7,827万円 42億8,435万円 59億8,283万円
※数値については、各自治体の決算カード（総務省：地方財政状況調査）から抜粋しています。
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令
和
７
年

令
和
７
年

令和8年大崎市新年祝賀会
問 �大崎市新年祝賀会実行委員会事務局（秘書広報課

内）　☎23-5023
　笑顔で幸福な1年になるよう祈念するため、新年祝賀
会を開催します。

日時　令和8年1月5日㈪　 開会17時30分
場所　アインパルラ浦島（古川李埣3-2-2）
対象　市民、本市に関わりのある人
内容　アトラクション：おおさき宝大使のジャズボーカ
リスト「M

ミ カ

IKA」 氏によるミニコンサート
料金　4,000円
申込　12月5日㈮まで、以下の申込先に料金を添えて
申し込み
申込先　秘書広報課（市役所本庁舎4階南側）、各総合支
所地域振興課、古川商工会議所、大崎商工会、玉造商工
会、古川農業協同組合、新みやぎ農業協同組合（みどりの
統括部・栗っこいわでやま統括部）
※�駐車場は、アインパルラ浦島のほか、臨時駐車場とし

てタカカツアリーナ大崎（古川総合体育館）を利用し
てください。（送迎バスの運行あり）

スコーレバレンタインコンサート
問 岩出山文化会館（スコーレハウス）　☎72-0357
　古川シンフォニックウインズによる迫力ある演奏で、
バレンタインを楽しみませんか。

日時　令和8年2月15日㈰
　　　開場13時30分　開演14時
場所　岩出山文化会館（スコーレハウス）大ホール
料金　500円（小学生以下無料、全席自由）
定員　先着494人
チケット販売　12月8日㈪10時から岩出山文化会館

（スコーレハウス）窓口（平日10時～17時）で販売
※電話予約は12月8日㈪10時から受け付けます。

第18回宝の都（くに）・活性化貢献
賞贈呈式、おおさき子どもサミット
発表、新春講演会
問 �政策課政策企画担当　☎23-2129　
　宝の都（くに）・活性化貢献賞贈呈式、おおさき子ども
サミットの発表、新春講演会を開催します。

日時　令和8年1月5日㈪　15時～17時

場所　アインパルラ浦島（古川李埣3-2-2）

対象　市民、本市に関わりのある人

❖

宝の都（くに）・活性化貢献賞贈呈式（15時～）
　本市の活性化に先導的な役割を果たした個人・団体
に「宝の都（くに）・活性化貢献賞」を贈呈します。

❖

おおさき子どもサミット発表（15時30分～）
　市内の小学生が「語り合おう 大崎市の今、夢、未来」に
ついて発表します。

❖

新春講演会（16時10分～）
講師　堀

ほ っ

切
き り

川
が わ

 一
か ず

男
お

 氏（（一社）おおさき産業推進機構理
事長）
演題　「実行力よりも実現力～令和の新産業創出は お
おさきから～」

大
崎
市
表
彰
式

大
崎
市
表
彰
式

【講師プロフィール】　堀切川 一男 氏
　（一社）おおさき産業推
進機構理事長、東北大学
名誉教授、おおさき宝大
使などを務める。愛称は
D
ドクター

r.ホッキー。企業への技
術指導や新製品開発など
で、多くの成功事例を生
み出し、その取り組みは
産学官連携や地方創生な
どに大きく寄与している。

【プロフィール】　MIKA 氏
　「田舎で味わう極上のジャ
ズ」をコンセプトに、イベン
トなどで観客の心に響く歌
声を届けている。本市のブラ
ンド米『ささ結』のイメージ
ソング「Feel it!ささ結」の制
作のほか、「おおさき宝大使」
として、地域に根ざした活動
を展開している。

善行功労

地方自治功労、納税功労、保健衛生功労、
統計功労、教育文化功労、社会福祉功労 消防防災功労、防犯交通安全功労

受彰者代表あいさつ
社会福祉功労　佐

さ

々
さ

木
き

 眞
まこと

 氏

叙勲・褒章

令
和
６
年
秋
の
叙
勲

令
和
７
年
春
の
叙
勲

　
加
藤　
善
市（
古
川
）　　
　
　
　
他
10
人

第
43
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

第
44
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
田
村　
雄
一
郎（
松
山
）　　
　
　
他
８
人

高
齢
者
叙
勲

　
戸
松　
賴
秋（
鹿
島
台
）　　
　
　
他
13
人

令
和
６
年
秋
の
褒
章

　
千
葉　
正
志（
古
川
）　　
　
　
　
他
１
人

地
方
自
治
功
労

　
武
田　
千
恵
子（
田
尻
）　　
　
　
他
４
人

納
税
功
労

　
太
田　
孝（
田
尻
）　　
　
　
　
　
他
４
人

保
健
衛
生
功
労

　
近
江　
徹
廣（
三
本
木
）　　
　
　
他
13
人

統
計
功
労

　
佐
藤　
信
一（
古
川
）　　
　
　
　
他
１
人

教
育
文
化
功
労

　
伊
藤　
由
美（
岩
出
山
）　　
　
　
他
１
人

社
会
福
祉
功
労

　
藤
本　
新
一（
古
川
）　　
　
　
　
他
４
人

消
防
防
災
功
労

　
佐
々
木　
孝
郎（
古
川
）　　
　
　
他
44
人

防
犯
交
通
安
全
功
労

　
遊
佐　
貞
雄（
鳴
子
温
泉
）　　
　
他
２
人

善
行
功
労

　
株
式
会
社
Ｒ
Ｓ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
10
人
17
団
体

特
別
表
彰

　
小
島　
清
雅（
鳴
子
温
泉
）

▼�

第
９
回
ア
ジ
ア
冬
季
競
技
大
会（
２
０
２
５
／

ハ
ル
ビ
ン
）バ
イ
ア
ス
ロ
ン
男
子
４
×
７・５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
優
勝

　　
1111
月
３
日
、「
令
和
７
年
大
崎
市
表
彰
式
」を
行
い
ま
し
た
。叙
勲・褒
章
を
受
章
し
た
市
民
を
顕
彰
す
る
と
と

月
３
日
、「
令
和
７
年
大
崎
市
表
彰
式
」を
行
い
ま
し
た
。叙
勲・褒
章
を
受
章
し
た
市
民
を
顕
彰
す
る
と
と

も
に
、行
政・経
済・文
化・社
会
な
ど
各
分
野
に
わ
た
っ
て
市
政
の
発
展
に
寄
与
し
た
個
人・団
体
に
表
彰
状
を

も
に
、行
政・経
済・文
化・社
会
な
ど
各
分
野
に
わ
た
っ
て
市
政
の
発
展
に
寄
与
し
た
個
人・団
体
に
表
彰
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
代
表
受
領
者
を
含
め
た
受
彰
者
の
氏
名
な
ど
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
受
領
者
を
含
め
た
受
彰
者
の
氏
名
な
ど
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

      

問問  

総
務
課
総
務
担
当　
☎
㉓
５
１
９
５

総
務
課
総
務
担
当　
☎
㉓
５
１
９
５

顕 

彰

市
政
功
労
表
彰

※
代
表
受
領
者
の
み
氏
名
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
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市
で
は
、水
道
事
業
経
営
戦
略
に
お
け

る
定
期
的
な
検
証・見
直
し
を
行
う
た
め
、

「
大
崎
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」の
次
期
改

定
を
進
め
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　
■
計
画
の
公
表
方
法

❶
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
閲
覧

❷
窓
口
で
の
閲
覧

▼�

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）

▼�

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
各
総
合
支
所
地　

域
振
興
課
内
）

▼
経
営
管
理
課（
上
下
水
道
部
１
階
）

■
対
象

　
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤・
通
学
し
て

い
る
人
、市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
法
人

■
意
見
の
提
出
期
間

　
12
月
１
日
㈪
～
22
日
㈪

■
意
見
の
書
き
方

　
次
の
内
容
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、匿
名
の
問
い
合
わ
せ
や
電
話
で
の
意

見
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

❶
経
営
戦
略（
中
間
案
）に
対
す
る
意
見

❷
氏
名
ま
た
は
事
業
所
名
称

❸
住
所
ま
た
は
事
業
所
所
在
地

❹�

連
絡
先（
電
話
番
号・Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
）

■
提
出
方
法

❶
持
参
の
場
合

　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）　
８
時
30

分
～
17
時
15
分

　
経
営
管
理
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
に
持
参

❷
郵
送
の
場
合

　
〒
９
８
９

－
６
２
２
３

　
古
川
字
上
古
川
１
１
７
番
地

　
経
営
管
理
課
に
郵
送（
12
月
22
日
㈪
消　

印
有
効
）

❸
フ
ァ
ク
ス
の
場
合

　
経
営
管
理
課
に
送
信

❹
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

　
件
名
を「
大
崎
市
水
道
事
業
経
営
戦
略

（
中
間
案
）へ
の
意
見
」と
し
、経
営
管
理
課

（w
-kanri@

city.osaki.m
iyagi.jp

）へ

送
信

❺
応
募
フ
ォ
ー
ム
の
場
合

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
意
見
を
入
力

※�

応
募
フ
ォ
ー
ム
の
開
設
期
間
は
、意
見

の
提
出
期
間
と
同
様
で
す
。

　
令
和
８
年
度
に
大
崎
市
な
ど
の
競
争
入

札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、入
札
参
加
登

録
簿
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。登
録
を
希

望
す
る
個
人
ま
た
は
法
人
は
、入
札
参
加

業
者
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、既
に
登
録
し
て
い
て
も
、新
た

な
業
務
、業
種
、部
門
の
追
加
に
は
、追
加

の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
申
請
期
間

　
12
月
15
日
㈪
～
令
和
８
年
１
月
16
日
㈮

※�

土・日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始（
12
月
29

日
㈪
～
令
和
８
年
１
月
３
日
㈯
）を
除

き
ま
す
。

■
申
請
資
格

　
令
和
８
年
度
に
大
崎
市（
上
下
水
道
事

業
、病
院
事
業
お
よ
び
大
崎
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
を
含
む
）が
発
注
す
る
工
事

ま
た
は
製
造
の
請
負
契
約
、物
品
調
達
等

の
契
約
お
よ
び
設
計・測
量・調
査
な
ど
の

委
託
契
約
に
係
る
競
争
入
札
へ
の
参
加
を

希
望
す
る
個
人
ま
た
は
法
人

■
申
請
方
法

　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
申
請
書
類
一
式
を
、申
請
要
領
や
各

種
記
入
例
に
従
っ
て
作
成
し
、財
政
課
入

札
契
約
担
当（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
北
側
）

に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
申
請

※�

一
部
の
書
類
に
つ
い
て
は
電
子
デ
ー
タ

に
よ
る
提
出
が
必
要
で
す
。

■
申
請
手
数
料

　
無
料

■
郵
送
先

　
〒
９
８
９

－

６
１
８
８

　
古
川
七
日
町
１
番
１
号

　
財
政
課
入
札
契
約
担
当（
令
和
８
年
１

月
16
日
㈮
必
着
）

■
そ
の
他

▼�

審
査
結
果
を
２
月
中
旬
以
降
に
通
知
す

る
た
め
、登
録
通
知
書
の
送
付
用
と
し

て
、返
信
用
封
筒（
長
形
３
号
封
筒
に

１
１
０
円
切
手
を
貼
付
し
、送
付
先
を

明
記
し
た
も
の
）を
同
封
す
る
こ
と

※�

返
信
用
封
筒
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

登
録
通
知
書
の
発
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼�

受
理
票
な
ど
の
発
行
を
希
望
す
る
場
合

は
、返
信
用
は
が
き
を
同
封
す
る
こ
と

令
和
８
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す 

問 

財
政
課
入
札
契
約
担
当　
☎
㉓
５
１
７
７

大
崎
市
水
道
事
業
経
営
戦
略（
中
間
案
）へ
の
意
見
を
募
集
し

ま
す

問 

経
営
管
理
課
管
財
経
理
担
当　
☎
㉔
１
１
１
２　
FAX
㉔
１
１
１
４

　10月17日・18日、タカカツアリーナ大崎
（古川総合体育館）で「おおさき産業フェア
2025」を開催しました。
　今年で13回目を迎える「おおさき産業
フェア」は、地域産業の活性化や雇用の
創出を目的としています。市内外から94
の企業や団体が出展し、各ブースで自社製
品や新技術を紹介しました。また、特別企
画として、「鳴子こけし」の絵付け体験や
「ロボットプログラミングワークショップ」
などの体験教室も行われ、親子で楽しむ姿
もありました。
　初日にはキャリア教育の一環として、管
内の高校生約290人が来場し、出展者の説
明に熱心に耳を傾けていました。
　今後も、未来を創る若者の教育と地域産
業の発展を目指し、人と地域企業をつなげ
る取り組みを続けていきます。

朗読劇「知るぞ、学ぶぞ、吉野作造」を好
演しました

おおさき産業フェア2025を
開催しました

　11月2日、図書館（来楽里ホール）で、「おおさき朗読劇ワー
クショップ発表会『知るぞ、学ぶぞ、吉野作造』」を開催しました。
　5回目を数える今回は、昨年度に引き続き、本市出身の偉
人・吉野作造をテーマにしたオリジナルの脚本で実施しまし
た。おおさき日本語学校の留学生3人も加わり、年齢も国籍
も異なる市民20人で練習を積み重ね、息の合った熱演で観客
を引き込みました。
　今年は、普通選挙法制定100周年、女性参政権80周年、吉野
作造記念館開館30周年
の節目の年です。朗読劇
を通して、立場を超え
て一人一人が対等な人
間として互いを尊重す
る、吉野作造が思い描い
た社会を学ぶ機会とな
りました。

おおさき古川秋まつりが開催されました
　10月19日、古川地域中心市街地で、「おおさき古川秋まつ
り」が開催されました。
　恒例の「大名行列（中里後

ご

陳
じん

）」は、歴史絵巻さながらの迫力
で、見物客を魅了しました。また、今年は「おおさき元

げんきまつり

氣祭with
体
たい

格
かく

祭
さい

」も併せて催され、ステージイベントやおむすびのグ
ランプリを決める「O

オー

－1グランプリ」のほか、日本テレビ系
番組「シューイチ」内の人気ユニット「体格ブラザーズ」が参戦
し、「体格」にまつわ
る多くの出店・イベ
ントなどでにぎわい
ました。
　「体格ブラザーズ」
を一目見ようと全国
からファンが駆け付
け、大盛況の秋まつ
りとなりました。
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▲大盛況となったメイン会場（市役所本庁舎駐車場）

▲出展者の説明を熱心に聞く来場者 ▲役になりきって熱演する参加者

▲歴史絵巻さながらの迫力を見せた
　「大名行列（中里後陳）」



冬季間の水道管および水道
メーターの管理

■水道管の凍結、破損に注意
　早めの水道管の保温や水抜き装置
の点検を行い、凍結には十分に気を付
けましょう。水道管の解氷や修繕が必
要な場合は、市の指定給水装置工事事
業者に依頼してください。ただし、依頼
が混み合うなど、対応に時間を要する
場合があるので、事前の凍結防止を徹
底してください。
■メーターボックス周辺の除雪　
　積雪により、水道メーターの検針が
できない事例があります。正確な使用
水量を確認し、漏水を早期発見するた
めにも、水道メーターボックス周辺の
除雪を行いましょう。
問 大崎水道サービス株式会社

お客様センター
☎0120-366-171

道路損傷をLINEで通報でき
ます

　大崎市LINE公式アカウントを友だ
ち追加することで、写真や位置情報を
添付して「道路損傷（舗装、ガードレー
ル、街路灯）」を通報することができま
す。詳しくは、市ウェブサイトを確認
してください。
問 建設課道路維持担当

☎23-8015

ウォームビズを実施していま
す

　地球温暖化対策として、市では室温
19℃でも快適な服装で業務を行うな
ど、ウォームビズを実施しています。
期間　12月1日㈪～令和8年3月31
日㈫
問 環境保全課環境保全

担当　☎23-6074

古川税務署からのお知らせ

■申告相談会場開設前の申告相談
　令和7年分所得税等申告会場開設
（令和8年2月中旬）までの間、事前予
約による申告相談を実施します。
　詳しくは、古川税務署個人課税第
一部門まで問い合わせください。
■キャッシュレス納付体験会
　「事業者のデジタル化サポート」を
テーマに国税のキャッシュレス納付
体験会を開催します。
日時　12月12日㈮・16日㈫・24日㈬
9時30分～11時30分、13時30分～
15時30分
場所　古川税務署1階
申込　各開催日前日まで古川税務署総
務課管理運営担当に電話で申し込み
問 古川税務署個人課税第一部門

☎22-1713
古川税務署総務課管理運営担当
☎22-1712

国民年金保険料の追納制度

　国民年金保険料の免除や猶予の承
認を受けた期間がある場合は、保険
料を全額納付したときと比べて、将
来受け取る老齢基礎年金額が少なく
なります。
　免除や猶予の承認を受けた期間の
保険料は、10年以内であれば、さかの
ぼって納付できる追納制度がありま
す。将来受け取る年金額を満額に近
づけるためにも、保険料を追納しま
しょう。詳しくはウェブサイトを確
認するか、問い合わせください。
問 古川年金事務所

☎23-1200
保険年金課年金担当
☎23-6051
各総合支所市民福祉課

食品ロスを削減しましょう

　日本では、まだ食べられるのに廃棄
される食品、いわゆる「食品ロス」が年
間464万トン発生しています。
■3010（さんまるいちまる）運動
取組内容
❶会食時の最初の30分間と最後の10
分間は料理を楽しむ
❷完食できる量の料理を注文する
■大崎市食品ロス削減標語・川柳コン
クール受賞作品決定
　各受賞作品は、市ウェブサイトに
掲載しています。

問 農政企画課企画調整
担当　☎23-7090

木造住宅の耐震診断費用を助
成します

　詳しい要件などは、建築指導課ま
たは各総合支所地域振興課まで事前
に問い合わせください。
対象建築物　昭和56年5月31日以前
に建築した、3階建て以下の一戸建て
木造住宅
負担金　8,400円（200平方メートル
を超える場合は、延べ床面積によって
負担金が増額）
受付期間　令和8年1月30日㈮まで
問 建築指導課指導担当

☎23-8057
各総合支所地域振興課

「農業委員会だより」は電子版
になりました

　年に2回（1・9月）発行している「農
業委員会だより」が、9月1日発行の
「第35号」から電子版になりました。
　電子版は、市ウェブサイトに掲載
していますので、ぜひ閲覧してくだ
さい。
問 農業委員会事務局農政

担当　☎23-2219

12月10日～16日は「北朝鮮によ
る人権侵害問題啓発週間」です

　市では、啓発週間に合わせて、拉致
問題に関するパネル展示、DVD上映、
署名活動を実施します。集めた署名
は、北朝鮮による拉致被害者家族連
絡会に提出します。
期間　12月10日㈬～16日㈫　パネル
展示：8時30分～21時（最終日は15時
まで）、DVD上映：平日9時～16時、署
名：平日9時～正午、13時～16時
場所　市役所本庁舎1階市民交流エ
リア屋内広場（パタ崎さん家

ち

）
問 社会福祉課生活相談担当

☎23-9125

12月4日～10日は「第77回人
権週間」です

　人権擁護委員が無料で人権に関する
相談を受け付ける特設人権相談所の開
設およびパネル展示を開催します。
※�人権相談の日程は、22ページを確
認してください。

■パネル展示
期間　12月5日㈮～11日㈭　9時～
21時（初日は16時から、最終日は15
時まで）
場所　図書館（来楽里ホール）エント
ランスホール
問 仙台法務局古川支局

☎22-0510

国民健康保険税の特別徴収額
を均等化することができます

　国民健康保険税では、年金から差
し引いて納付する税額（特別徴収額）
が仮徴収（4・6・8月分）と本徴収（10・
12・2月分）で大きな偏りがある場合、
申請をすれば、翌年度以降に年間を
通して可能な限り均等化することが
できます。詳しくは、問い合わせくだ
さい。
申請期間　令和8年1月5日㈪～3月
31日㈫
■均等化の具体例（特別徴収税額が年
間9万円の場合）
年度 徴収 特別徴収対象月 税額
令和7
年度

仮徴収 4・6・8月 10,000円
本徴収 10・12・2月 20,000円

令和8
年度

仮徴収 4月 20,000円
6・8月 12,500円

本徴収 10・12・2月 15,000円
令和9
年度

仮徴収 4・6・8月 15,000円
本徴収 10・12・2月 15,000円

※����������仮徴収の月ごとの徴収金額は、前
年度の本徴収税額と同額です。

問 税務課国民健康保険税担当
☎23-5147

除雪作業の協力のお願い

　市では、安全で円滑な交通を確保
するため、早朝から除雪や融雪剤散
布作業を実施し、通勤・通学時間帯ま
で終了するように努めています。
　自宅前の歩道や出入り口について
は、各家庭での除雪作業の協力をお
願いします。また、樹木や竹などが雪
の重みで道路上に垂れ下がり、除雪
作業や通行に支障を来す恐れがあり
ますので、適切に管理しましょう。
問 建設課道路維持担当

☎23-8015
各総合支所地域振興課

コンビニ交付サービスを停止
します

　システム更新作業のため、次の期間
コンビニ交付サービスによる証明書
取得および利用者登録ができません。
　詳しくは、市ウェブサイトを確認し
てください。
期間　12月19日㈮～23日㈫　終日
問 市民課証明担当

☎23-6079

給与支払報告書の作成準備は
早めに行いましょう

　給与の支払いを行う法人または個
人は、令和7年中に従業員（事業専従
者、アルバイト、パートを含む）に支
払った給料・賃金・賞与などを基に、
給与支払報告書（源泉徴収票）を作成
し、提出してください。
提出期限　令和8年2月2日㈪（必着）
提出先　令和8年1月1日現在にお
ける従業員の住民登録地の市区町村
（担当部署）
■昨年との変更点　
　税制改正により記載方法の変更が
あります。詳しくは、国税庁のウェブ
サイトを確認してください。
問 税務課市民税担当

☎23-2148

悪質な勧誘や電話に注意しま
しょう

　年末年始の行政機関が休みになる
時期は、悪質な勧誘や電話が予想さ
れます。
　悪質な勧誘や電話があった場合は、
最寄りの警察署に連絡してください。
連絡先　古川警察署　☎22-2311
　　　　鳴子警察署　☎82-2249
問 消費生活センター　☎21-7321
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標語の部（最優秀賞）
残すのは 最後に一つ 感謝だけ

（大場 葵
あ い

禾
か

 さん（岩出山中学校））

川柳の部（最優秀賞）
野菜だし 皮ヘタ根っこ 風味よし

（後藤 利
り

衣
え

 さん（古川地域））



宮城県遺跡調査成果発表会

　令和5～7年度に県内全域で実施
された遺跡発掘調査の成果発表や、
出土品を展示します。
　詳しくは、市ウェブサイトを確認
してください。
日時　12月13日㈯　10時～16時
場所　図書館（来楽里ホール）多目的
ホール・研修室3
定員　100人程度
資料頒布料　1,000円（希望者のみ）　　
問 文化財課調査担当

☎23-2214

図書館映画会

　所蔵資料を使用した映画会です。
日時　12月14日㈰　14時30分～15
時35分（開場14時）
場所　図書館（来楽里ホール）多目的
ホール
内容　アニメ「サンタ・カンパニー」
定員　70人程度（混雑状況によって
は、入場できない場合あり）
問 図書館（来楽里ホール）図書担当

☎22-0002

令和7年度古川・田尻地区小
学生造形教育作品展

　豊かな感性で描かれた子どもたち
の力作を鑑賞しませんか。
　詳しくは、市ウェブサイトを確認
してください。
期間　12月2日㈫～8日㈪　10時～
17時（最終日は15時まで）
場所　大崎市民ギャラリー（緒絶の館）
内容　絵画
問 大崎市民ギャラリー

（緒絶の館）
☎21-1466

第59回まつやま元旦マラソン
大会&ウオーキング大会

　輝かしい年の始めに、一年の健康
を願ってマラソンをしませんか。
日時　1月1日㈭㈷　10時～
場所　松山公民館前広場（スタート、
ゴール）
内容　マラソン：1.2キロメートルまた
は3.0キロメートル、ウオーキング：1.5
キロメートル
申込　当日の9時から9時30分まで
会場で申し込み
問 大崎市体育協会松山支部

☎55-2800

釜神ワークショップ

　「伊
い き

達な木彫り塾」による釜神の創
作現場を見学してみませんか。
日時　12月13日㈯　10時～正午、13
時～15時
場所　松山老人福祉センター創作室
問 松山ふるさと歴史館

☎55-2215

持続可能なまちづくりシンポジ
ウム～Step up!新時代 Talk in
Osaki～

　地域力の向上と持続可能な地域づ
くりを進めている団体の活動紹介や、
ワールドカフェ形式による話し合い
を行います。
日時　12月14日㈰　13時15分～
場所　市役所本庁舎3階301会議室　
定員　先着80人程度
申込　12月10日㈬まで電話、住所・氏
名・年代・電話番号・職業を明記してE
メール（mail＠otsk-kiratto.org）、また
は申込フォームのいずれかで申し込み
問 特定非営利活動法人

おおさき地域創造研
究会　☎25-9956

デジタルなんでも相談会

　デジタル機器の困り事について、地
域おこし協力隊がサポートします。
開催日 場所 時間（1日5回）

12月16日㈫ 三本木総合支所

10:00～10:50
11:00～11:50
13:00～13:50
14:00～14:50
15:00～15:50

12月19日㈮ 鳴子総合支所

12月23日㈫

市役所本庁
舎1階市民
交流エリア
屋内広場
（パタ崎さん
家
ち

）
対象　デジタル機器の操作などに困っ
ている18歳以上の市民
定員　各回先着1人
持ち物　相談したいパソ
コンやスマートフォンな
どのデジタル機器
申込　申込フォームまたは電話（平日
9時～17時）で申し込み
問 地域おこし協力隊 橋元
　 ☎070-1593-0814

農耕文化等総合調査報告会
「水と稲と共に生きる」

　大崎地域の農耕文化や暮らしの知
恵を記録した「大崎地域農耕文化等
総合調査」の成果を報告します。
　詳しくは、ウェブサイトを確認し
てください。
日時　12月19日㈮
10時～11時30分
場所　市役所本庁舎
3階301会議室
定員　先着50人
申込　12月1日㈪から申込フォーム
で申し込み
問 農政企画課世界農業

遺産未来戦略室
☎23-2281

求職者向け工場見学ツアー
「大人の工場見学会」

　地元企業の魅力を肌で感じてみま
せんか。詳しくは、ウェブサイトを確
認してください。
期日　12月10日㈬・17日㈬・23日㈫、
令和8年1月14日㈬・21日㈬・27日㈫、
2月10日㈫・19日㈭　
申込　申込フォームで申し込み
問 大崎市地域雇用創造

協議会　☎25-7130

国道108号古川東バイパス開
通式典を開催します

　国道108号古川東バイパス全線開
通を記念して開通式典を開催します。
日時　12月21日㈰　10時30分～正
午
場所　アインパルラ浦島（古川李埣
3-2-2）
定員　先着50人
申込　12月10日㈬まで申込フォーム
または電話で申し込み
問 都市計画課事業調整

担当　☎23-8069

大崎市公式LINEスマホ相談会

　大崎市LINE公式アカウントの友だ
ち追加方法など、LINEの使い方につい
てサポートします。詳しくは、市ウェブ
サイトを確認してください。
日時　12月22日㈪　11時30分～13
時
場所　市役所本庁舎1階市民交流エ
リア屋内広場（パタ崎さん家

ち

）
持ち物　スマートフォン
問 デジタル戦略課情報

政策担当
☎23-5091

里親制度広域説明会

日時　12月21日㈰　13時30分～16時
場所　図書館（来楽里ホール）研修室3
内容　里親制度の説明、個別相談など
問 みやぎ里親支援センターけやき

☎022-718-1031

市営住宅などの入居者募集

　申込者が多数の場合は、抽選を行
います。また、松山・三本木地域の住
宅では、先着順で常時申し込みの受
け付けを行っています。
　詳しくは、問い合わせください。
配布・受付期間　12月1日㈪～12日㈮
申込　県住宅供給公社、建築住宅課
または各総合支所地域振興課（土・日
曜日を除く）で配布する申込用紙に
必要事項を明記して、県住宅供給公
社に郵送で申し込み
※次回は令和8年3月に募集します。
■一般住宅
住宅名 使用料（円） 間取り 戸数

古川駅南 14,000～27,500 4K 1
古川諏訪 17,400～34,200 2DK 1
鹿島台福芦 11,500～22,500 3K 1
鹿島台福芦第二 17,900～35,200 3LDK 1
鹿島台姥ケ沢 19,800～38,900 2DK 2

岩出山上川
原町

12,000～23,500 1DK 1
21,700～42,700 3DK 2

岩出山下川原 17,300～34,000 2DK 1

鳴子温泉
17,600～34,700 2DK 1
20,900～41,000 3DK 1

鳴子玉ノ木 18,400～36,100 3LDK 1
田尻横須賀 17,800～35,100 3LDK 1
問 県住宅供給公社入居管理課

☎022-224-0014

第16回おおさき観光写真コン
テスト

　本市の魅力あふれる写真を募集し
ています。16回目となる今回のテー
マは「未来に繋げたい・伝えたい大崎
市のこんな顔」です。写真を通して本
市のさまざまな「顔」を発信してみま
せんか。
応募期限　令和8年1月9日㈮必着
※�応募方法など詳しくは、市ウェブ
サイトを確認してください。

問 観光交流課観光担当
☎23-7097

大崎市消防団員を募集してい
ます

　頻発する自然災害に備え、自分たち
の住む地域は自分たちで守る活動が
大切です。消防団員として市民の安
全・安心を守る活動に参加してみま
せんか。
　詳しくは、市ウェブサイトを確認
してください。
問 防災安全課消防担当

☎23-5144

富永地区学童保育指導員募集

　富永地区学童保育施設（旧富永幼稚
園）に勤務する指導員を募集します。
勤務時間　平日14時～18時、土曜日
8時30分～18時、長期休業期間8時
～18時のうち6時間（応相談）
勤務内容　遊びや生活の指導
採用人数　2人
給与　時給1,050円
申込　事前に問い合わせの上、市販
の履歴書に必要事項を明記
し、持参して申し込み
問 富永地区学童保育施設

☎28-2183
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岩出山体育センターの催し

■大崎市民スキー教室
日時　令和8年1月25日㈰、2月1日
㈰・8日㈰　10時～
集合場所　オニコウベスキー場（レス
トハウスかむろ前）
※�岩出山体育センターからの送迎バ
スがあります。（出発8時30分）
対象　小学生以上の市民（未経験者、
初級・中級程度）
定員　30人（応募多数の場合は抽選）
料金　4,500円（全3回分、傷害保険
料を含む）
※�リフト・レンタルスキー、昼食代は
自己負担です。
申込　12月2日㈫から令和8年1月
14日㈬まで電話、住所・氏名・生年月
日・電話番号を明記してファクスもし
くはEメール（taikyo.iwadeyama@
blue.ocn.ne.jp）、または申込フォー
ムのいずれかで申し込み
問 岩出山体育センター

☎72-1210
FAX25-5077

第2回農産加工開放講座
「お雑煮もちづくり」

　もち米を使用し、雑煮を作ります。
日時　12月18日㈭　9時30分～正午
場所　古川農村環境改善センター
定員　25人（応募多数の場合は抽選）
料金　2,000円
持ち物　エプロン、三角
巾、マスク、豆腐持ち帰り
用容器（2丁分）
申込　12月5日㈮まで、住所・氏名・
電話番号を明記した往復はがきを大
崎市社会福祉協議会古川支所（989-
6154 古川三日町2-5-1）へ郵送（必
着）で申し込み（はがき1枚につき1
人まで）
問 大崎市社会福祉協議会古川支所

☎23-7400

12月は児童手当の支給月です

　10月から11月までの2カ月分を支
給します。詳しくは、市ウェブサイト
を確認してください。
支給日　12月10日㈬
問 子育て支援課子ども

給付担当　☎23-6045

市民作品展

■ハスの花咲く水辺&こころのふる
さと小

こ

住
ずみ

正
しょう

吾
ご

写真展
期間　12月11日㈭～14日㈰　10時
～17時（最終日は15時まで）
場所　大崎市民ギャラリー（緒絶の館）
内容　写真
問 大崎市民ギャラリー（緒絶の館）

☎21-1466

地域交流センター（あすも）の
催し

■みんなのロビーコンサート
日時　12月11日㈭　正午～13時
出演　いきいき学園大崎校22期会
内容　オカリナ・サックス演奏
■パソコン教室「ワードで歌詞作成」
　インターネット上から歌詞を取り
込んで、見やすく編集する方法を学
びます。
日時　12月17日㈬　18時30分～20
時30分
定員　7人（応募多数の場合は抽選）
持ち物　データ保存用の媒体（ノー
トパソコンの持参可能）
申込　12月11日㈭まで電話で申し
込み
問 地域交流センター（あすも）

☎22-3001

ペーパーティーチャー対象説
明会inおおさき

日時　12月7日㈰　10時～11時30分
場所　大崎合同庁舎5階501会議室
内容　講師の待遇、講師登録方法、教
職員免許状の説明など
対象　県内の公立学校（仙台市立を
除く）で講師として働く
ことを考えている人
申込　12月5日㈮15時
まで申込フォームで申し
込み
問 県北部教育事務所教育

学事班　☎91-0739

令和7年度広域行政研修会

　詳しくは、ウェブサイトを確認し
てください。
日時　12月25日㈭　13時30分～
場所　大崎生涯学習センター（パレッ
トおおさき）多目的ホール
講師　藤山 浩

こ う

（一般社団法人持続可
能な地域社会総合研究所所長）
対象　大崎圏域内に居住または通勤・
通学している人
定員　先着60人
申込　12月1日㈪から15日㈪まで
電話で申し込み
問 大崎広域行政事務組合事

務局総務課総務企画係
☎23-5785

おおさき「食」の起業塾2026

日時　令和8年1月22日㈭・29日㈭、
2月5日㈭・12日㈭・19日㈭（全5回）
13時～17時
場所　図書館（来楽里ホール）研修室1
講師　里

さと

舘
だて

 智
とも

大
ひろ

 氏（中小企業診断士）、
大
お お

友
と も

 耕
こ う

治
じ

（美里みつばちファーム代表）
定員　先着10人
料金　3,000円（テキスト代を含む）
申込　令和8年1月16日㈮まで申込
フォームで申し込み
問 おおさきコワーキング

スペース a
ア ラ タ

lata
☎25-3140

陶芸教室

日時　12月13日㈯　9時30分～11
時30分
場所　大貫地区公民館
対象　市民または市内に通勤している人
定員　先着12人
料金　2,000円
持ち物　エプロン
申込　12月11日㈭まで電話で申し込み
問 大貫地区公民館　☎39-0308

子宮頸
けい

がん予防ワクチン（HPV
ワクチン）キャッチアップ接種
の期限について

　キャッチアップ接種の延長対象者
は、期限までに接種を受けましょう。
期限を過ぎて接種した場合は、全額
自己負担になりますので、注意して
ください。詳しくは、市ウェブサイト
を確認してください。
■接種期限　令和8年3月31日㈫
※�2回目と3回目の接種間隔が3カ
月以上必要なため、令和7年12月
末までに2回目を接種する必要が
あります。

問 健康推進課保健・地域
医療担当
☎23-2215

「再就職したいけど、何が不安?」
～みんなでモヤモヤおしゃべり
会～

　参加者同士の交流を通じて、家庭
と仕事の両立に関する不安を解消し
ませんか。
日時　12月12日㈮　10時～11時
場所　図書館（来楽里ホール）研修室5
対象　子育てをしながら再就職の準
備を進めたい人
定員　15組程度（親子で参加可能）
問 図書館（来楽里ホール）図書担当

☎22-0002
みやぎ女性のキャリア・リスタート
支援センター　
☎022-722-0506

期日 時間 場所・申込先 定員
（先着）

申込期限
（電話） 内容 持ち物

きんよう
ひろば 5日㈮ 10:30～

11:30
古川中央児童館
（☎23-0430） なし なし サンタさんに

あえる日 飲み物
つくしん
ぼひろば 9日㈫ 10:30～

11:30
古川稲葉児童センター
（☎24-8513） 5組 8日㈪ ハッピークリ

スマス 飲み物、上靴
めだかひ
ろば 10日㈬ 10:30～

11:30
古川南児童センター
（☎22-3610） 5組 8日㈪ めりー!くりす

ます
飲み物、タオ
ルなど

ぽっかぽ
かひろば 10日㈬ 10:00～

11:30
三本木児童交流センター
（☎52-2078） 10組 8日㈪ クリスマス 飲み物、タオル、

着替えなど
なかよし
パーク 16日㈫ 10:30～

11:30
古川東児童センター
（☎23-1055） 5組 15日㈪ 何ができるか

な?
飲み物、タオル、
上靴など

わんぱく
タイム 17日㈬ 10:00～

11:30
川渡児童館
（☎84-7424）

なし
（※）10日㈬ サンタさんくるかな

クリスマスツリーづくり
飲み物、タオ
ルなど

大宮ちびっ
こひろば 18日㈭ 10:30～

11:30
古川大宮児童センター
（☎23-1120） 5組 11日㈭ メリークリス

マス
飲み物、タオ
ルなど

コアラの
ひろば 18日㈭ 10:00～

11:00
鹿島台中央児童館
（☎56-4672）

なし
（※）11日㈭ クリスマス会 飲み物

おおさき市民健診

　申込者に各種検診の受診票を送付
しています。受診票を紛失した人で、
再発行を希望する場合は、居住地域
の担当部署へ問い合わせください。
■個別健診（医療機関での健診）
検診項目 期間

乳がん検診 12月15日㈪まで

■集団健診
検診項目 期間

子宮頸
け い

がん検診 12月15日㈪・16日㈫

乳がん検診 12月18日㈭・19日㈮
受付時間　14時30分～16時、17時30
分～18時30分
場所　古川保健福祉プラザ（fプラザ）
※�子宮頸がん検診を受診する人で、託
児が必要な人は、事前に健康推進課
まで連絡してください。

問 健康推進課健康増進担当
☎23-2215
各総合支所市民福祉課

家族介護教室および家族介護
者交流事業

日時　12月12日㈮　10時～11時30分
場所　吉野作造記念館
内容　薬の正しい飲み方・管理について
対象　高齢者を介護している家族
申込　12月9日㈫まで電話で申し込み
問 �特定非営利活動法人ハッピィート

大崎　☎090-8610-8870

骨髄移植などで免疫が失われ
た人への予防接種再接種費用
の一部を助成します

　骨髄移植などにより、過去に受け
た定期予防接種の効果が期待できな
いと医師に判断された人で、再接種
日において20歳未満の場合、再接種
費用の一部を助成します。
※�再接種を受ける前に、事前に健康
推進課に連絡してください。

助成金額　再接種に要した費用
※�医師の意見書の作成にかかる費用
などは対象外です。また、助成金額
には支給限度額があります。

申込　健康推進課（市役所本庁舎1
階）および各総合支所市民福祉課で
配布している申請書ならびに医師の
意見書（市ウェブサイトからダウン
ロード可）に、必要書類を添えて健康
推進課に持参して申し込み
申請期限　再接種を受けた日の翌日
から1年以内
問 �健康推進課保健・地域

医療担当
☎23-2215

若年性認知症の人と家族のつ
どい「せせらぎの会」

日時　12月19日㈮　10時～正午
場所　栗原市市民活動支援センター
（栗原市築館伊豆2-6-1）
内容　交流会、レクリエーションなど
対象　若年性認知症と診断された人、
不安のある人、またはその家族
申込　12月12日㈮まで電話で申し
込み
問 �高齢障がい福祉課高齢福祉担当

☎23-6085

フラッといしかいサロン

医療や介護についての悩み、生活
習慣の改善方法、健診結果について
相談してみませんか。
日時　12月11日㈭　10時～13時
場所　図書館（来楽里ホール）情報提
供コーナー
内容　血圧測定、健康・栄養相談
持ち物　健診結果票、お薬手帳（ある
場合）
問 �大崎市在宅医療・介護

連携支援センター
☎25-5376

じどうかんであそぼう（12月）
対象　就学前の幼児と保護者 ※要予約

タカカツアリーナ大崎（古川総合体育館）のスポーツ教室
問 �タカカツアリーナ大崎（古川総合体育館）　☎24-0511
□キッズスキーレッスン　期日：令和8年1月25日㈰、2月1日㈰・8日㈰・15
日㈰（全4回）　場所：オニコウベスキー場（現地集合）　対象：小・中学生　定員：
20人　料金：4,200円（全4回分、リフト・レンタルスキー代は自己負担）　持ち
物：昼食　申込：令和8年1月16日㈮まで、受講料を持参してタカカツアリー
ナ大崎（古川総合体育館）窓口で申し込み
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市
長
コ
ラ
ム人

天
地

窓口受付時間の変更・日曜窓口の終了
12月から移行実施

　詳しくは、市ウェブサイトを確認してください。
■窓口受付時間の変更（8時45分～16時）
　市役所本庁舎1階および各総合支所市民福祉課
（市民課および市民課業務に関連する受け付け業務）
※�「電話」、「相談業務」、「戸籍届け出の受領」は、16
時以降もこれまでどおり対応します。

■日曜窓口の終了
　11月30日で日曜窓口を終了しました。

大崎市乳幼児健診・
相談予定表

子育て支援情報

　乳幼児健診・相談の日程や持ち物
は、市ウェブサイトを確認してくだ
さい。

　子育てイベントや講座、育児相談などの情
報を市ウェブサイトに掲載しています。ぜひ
チェックして、日々の子育てに役立ててくだ
さい。
※�詳しくは、各子育て支援センター
まで問い合わせください。

今
年
の
振
り
返
り

　
季
節
の
巡
り
は
早
い
も
の

で
、今
年
も
師
走
の
候
を
迎
え

ま
し
た
。

　
今
年
は
、気
候
変
動
に
翻ほ

ん
ろ
う弄

さ
れ
た
１
年
で
し
た
。古
川
地

域
で
37・
５
度
の
観
測
史
上
最

高
気
温
を
記
録
し
、鳴
子
ダ
ム

が
一
カ
月
半
に
わ
た
り
貯
水
率

０
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
な
ど
、

猛
暑
や
渇
水
に
苦
し
め
ら
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、「
大
崎
耕
土
」は

実
り
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
が
、

山
林
の
木
の
実
が
凶
作
と
な

り
、餌
を
求
め
て
人
里
に
下
り

た
ク
マ
に
よ
っ
て
人
身
被
害
も

発
生
し
ま
し
た
。「
大
崎
市
ク
マ

被
害
対
策
本
部
」を
設
置
し
て
、

「
大
崎
市
ク
マ
出
没
緊
急
事
態

宣
言
」を
発
令
し
、被
害
防
止
に

努
め
ま
し
た
。

　
一
方
で
、明
る
い
話
題
が
続

い
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
大
崎
市
立
お
お
さ
き
日
本
語

学
校
」が
開
校
し
、全
国
的
な

ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。「
大

崎
市
日
本
刀
展
示
会
」や
テ
レ

ビ
企
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

「
お
お
さ
き
古
川
秋
ま
つ
り
」は

県
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。田
尻
地
域

の「
蕪
栗
沼・
周
辺
水
田
」が
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
20
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。ま
た
、Ｉ

Ｃ
Ｉ
Ｄ（
世
界
か
ん
が
い
排
水

委
員
会
）の
マ
ル
コ
会
長
が
来

訪
す
る
な
ど
、世
界
と
ま
す
ま

す
つ
な
が
っ
た
年
と
な
り
ま
し

た
。

　
災
害
対
策
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
大
き
く
前
進
し
た
年
で
し

た
。「
多
田
川
流
域
」が「
特
定
都

市
河
川
」に
指
定
さ
れ
、水
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ

ま
し
た
。国
道
１
０
８
号
古
川

東
バ
イ
パ
ス
が
12
月
21
日
㈰
に

全
線
開
通
す
る
予
定
で
あ
り
、

国
道
４
号
の
荒
谷
以
北
の
４
車

線
拡
幅
改
良
事
業
も
進
展
し
て

お
り
ま
す
。「
み
ち
の
く
ウ
ェ
ス

ト
ラ
イ
ン
」の
調
査
費
も
計
上

さ
れ
、道
路
整
備
も
加
速
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、少
年
野
球
チ
ー
ム

「
大
崎
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ラ
ゴ
ン
」が

全
国
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、子

ど
も
た
ち
が
大
活
躍
し
た
１
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
勢
い
で
年
末
年
始
を
元

気
に
過
ご
し
、希
望
の
新
年
を

迎
え
ま
し
ょ
う
！

古川
地域 10日㈬・24日㈬ 9:45～10:30 清滝地区公民館

松山
地域    

5日㈮・19日㈮
9:50～10:35 松山駅前区集会所
11:10～11:55 下伊場野水辺の楽校駐車場

12日㈮・26日㈮ 9:50～10:35 松山公民館
三本木
地域 5日㈮・19日㈮

13:40～14:25 三本木総合支所駐車場
14:50～15:40 南谷地集会所

鹿島台
地域   12日㈮・26日㈮

11:05～12:05 鹿島台総合支所駐車場
13:25～14:25 鹿島台公民館
14:55～15:25 旧鹿島台第二小学校

岩出山
地域

10日㈬・24日㈬
11:00～11:45 真山地区公民館
13:40～14:25 有備館の森公園駐車場
14:50～15:35 ウジエスーパー岩出山店

3日㈬・17日㈬
13:30～14:15 あ・ら・伊達な道の駅

14:45～15:30 スーパーセンタートラスト岩出山店

鳴子
温泉
地域   

11日㈭・25日㈭
10:40～11:25 鬼首地区公民館
13:05～13:50 中山コミュニティセンター
14:15～15:00 湯めぐり駐車場

3日㈬・17日㈬
10:10～10:55 鳴子総合支所駐車場
11:20～12:05 川渡地区公民館

田尻
地域 2日㈫・16日㈫

10:35～11:35 大貫地区公民館
13:05～14:00 沼部公民館
14:25～15:20 ウジエスーパー田尻店

※悪天候などの事情で、運行を中止・変更する場合があります。

❖ 防災行政無線各種サービス
　防災行政無線の放送内容が聞き取れないとき
などに、電話で確認することができます。

　また、防災行政無線の放送内容などをメール
で入手することができます。
　利用する際は、ウェブサイトから登
録してください。

❖ 大崎市防災ポータル
　災害に必要な情報をリアルタイムに伝えるた
め、大崎市防災ポータルを開設しまし
た。
　災害時の情報収集に活用してくだ
さい。

フリーダイヤル0120-6
む せ ん

00-05
ごよう

4

❖ 空間放射線量の測定結果
（単位：マイクロシーベルト/h）

11月12日測定 地表面
から1m

地表面
から0.5m

市役所本庁舎 0.04 0.04
松山総合支所 0.04 0.04
三本木総合支所 0.05 0.05
鹿島台総合支所 0.03 0.04
岩出山総合支所 0.03 0.04
鳴子総合支所 0.04 0.04
田尻総合支所 0.04 0.04
問 防災安全課消防担当・交通防犯担当  

☎23-5144

❖ 令和7年火災発生件数
(1月～10月末日まで)

種類 発生 前年比
建物火災 17件 ＋ 2
林野火災 0件 － 1
車両火災 1件 － 6
その他火災 7件 ＋ 6
合計 25件 ＋ 1

❖ 令和7年交通死亡事故件数
(1月～10月末日まで)

内訳 発生 前年比
発生件数 3件 ＋ 1
死亡者 3人 ＋ 1

農林業系汚染廃棄物の焼却処理に関するお知らせ　問 環境保全課放射能対策推進室 ☎23-6074
　東京電力福島第一原子力発電所の事故で放射能汚染された農林業系汚染廃棄物の焼却処理を、中央クリーンセンター、東部ク
リーンセンターで実施しています。各種の放射性セシウム濃度および空間線量の測定結果は、いずれも基準値内でした。

❖ 焼却内容の実績（単位：ベクレル/kg）
項目 中央 東部 合計
搬入量 31.25㌧ 2.63㌧ 33.88㌧

最大搬入濃度 7,993 7,882

□各種測定結果（混焼期間:9月1日～30日）

※旧西部玉造クリーンセンターのモニタリングポストは、
　令和6年11月に撤去されました。

　　

▲

環境省モニタリングポストの情報

※基準値:3カ月平均値が次式を満足すること。

 セシウム134の濃度（Bq/ ㎥）＋セシウム137の濃度（Bq/ ㎥） ≦ 1 　　　　20（Bq/ ㎥）　　　　　　　　30（Bq/ ㎥）

※基準値:1,193以下

※放流水の基準値:3カ月平均値が次式を満足すること。

 セシウム134の濃度（Bq/ ㎥）＋セシウム137の濃度（Bq/ ㎥） ≦ 1 　　　　60（Bq/ ㎥）　　　　　　　　90（Bq/ ㎥）

❖ 排ガスの測定結果
項目 中央 東部
1号炉 検出下限値未満 検出下限値未満
2号炉 検出下限値未満 検出下限値未満

❖ 焼却灰などの測定結果（単位：ベクレル/kg）
項目 中央 東部
飛灰 180～520 110～500
焼却灰 52～120 59～150

❖ 大日向クリーンパークの放射性セシウム濃度の測定結果
放流水、地下水（井戸上部）、地下水
（井戸下部） 不検出

❖ 空間線量の測定結果（単位：マイクロシーベルト/h）
　環境省が市内および大崎地域広域行政事務組合に設置したモニタリングポスト14カ所それぞれの空間線量の平均値および
最大値については、次の範囲でした。

測定期間 平均値 最大値
9月1日～30日 0.046～0.063 0.090～0.114

最大値観測場所 大崎広域東部クリーンセンター 大崎広域東部クリーンセンター

12月の移動図書館
「きらり号」

❖ 11月1日現在の大崎市の人口 （単位：人・世帯）
地域 男 前月比 女 前月比 計 前月比 世帯数
古川 36,838 ＋ 8 37,940 －43 74,778 －35 33,592
松山 2,526 － 4 2,607 0 5,133 － 4 2,178
三本木 3,573 ＋ 1 3,560 ＋ 6 7,133 ＋ 7 2,762
鹿島台 5,112 －21 5,461 － 9 10,573 －30 4,616
岩出山 4,485 －20 4,533 －13 9,018 －33 3,997
鳴子温泉 2,239 ＋ 2 2,394 － 3 4,633 － 1 2,373
田尻 4,616 －12 4,633 － 6 9,249 －18 3,653
市全体 59,389 －46 61,128 －68 120,517 －114 53,171
問 総務課統計担当　☎23-5195

❖ 今月の納税
固定資産税 第4期
国民健康保険税 第6期
介護保険料 第6期
後期高齢者医療保険料 第6期

　納期限：令和8年1月5日㈪
※市から送付する納付書や口座振替を利用し
　ている人の納期限です。口座振替を利用し
　ている人は、記帳などで残高と振替結果を
確認してください。

問 納税課収納担当  ☎23-5148

広報おおさき　令和7年12月号広報おおさき　令和7年12月号広報おおさき　2025年12月号広報おおさき　2025年12月号 20202121
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相 談 コ ー ーナ

12月の相談日

消費者ホットライン  ☎188
近くの消費生活センターにつなが
ります。（全国共通）

休日歯科

12月の休日救急当番医 大崎市医師会・加美郡医師会

問 大崎保健所疾病対策班  ☎91-0714

問 宮城県赤十字血液センター  ☎022-290-2515

※事前の電話予約が必要です。

　休日救急当番医や夜間急患センターが終了した22時以降は、
夜間電話相談窓口に電話してください。

　急な歯の痛みなどの「応急処置」を行います。翌日、かかりつ
け医や専門の医療機関などを受診してください。

　急病やけがなど、軽症者の「応急治療」を行います。薬は1～
2日分程度しか渡すことができないので、翌日以降、かかりつ
け医や専門の医療機関などを受診してください。
　マイナンバーカードまたは資格確認書・各種受給者証・お薬
手帳を持参してください。

救急車を呼ぶべきか迷ったとき 
おとな救急電話相談

こども夜間安心コール

大崎口腔保健センター　 ☎24-5101

大崎市夜間急患センター ☎23-9919
古川千手寺町2-3-15（健康管理センター1階）

診療日 内科
外科

月～金曜日 19:15～22:00
土曜日 15:00～22:00

休診日 日曜日・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）

診療日 日曜日・祝日・年末年始（12月31日～1月3日）

時間
午前 9:00～12:00（11:30まで受け付け）
午後 13:00～17:00（16:30まで受け付け）

☎ ＃7119
プッシュ回線以外は
☎022-706-7119へ

対象 おおむね15歳以上

受付 24時間365日

☎ ＃8000
プッシュ回線以外は
☎022-212-9390へ

対象 15歳未満

受付 19:00～翌朝8:00

1日㈪・15日㈪ ▶大崎合同庁舎2階 ▶9:00～11:30

昼の診療時間 9:00～17:00 夜の診療時間 18:00～22:00

古川南町1-6-2（古川保健福祉プラザ（fプラザ）向かい）

平日夜間の救急診療

夜間電話相談窓口

12月の骨髄バンクドナー登録

12月の献血

休日の救急診療

男女共同参画相談
　夫婦や家庭の問題、配偶者やパー
トナーからの暴力（DV）、職場での人
間関係など、あなたの悩みに相談員
やフェミニストカウンセラーが応じ
ます。
❶面接・電話相談（常設相談）・メール
相談　※面接相談は要予約
期間　月～金曜日(祝日・年末年始を
除く)　9時～16時
場所　市役所本庁舎内
❷フェミニストカウンセリング

（要予約・1回60分程度）
日時　12月10日㈬・24日㈬　10時30
分～、13時～、15時～
場所　予約時に案内

問 男女共同参画相談室
Withおおさき　☎24-3950

自立相談支援センターひあり
んくの相談

　電話で申し込みしてください。
❶生活困窮者自立支援相談
　生活の悩みや心配事の相談と、自
立に向けたプランを作成します。
期間　月～金曜日(祝日・年末年始を
除く)　9時～16時
場所　大崎市自立相談支援センター
ひありんく（古川三日町2-5-1 古川
保健福祉プラザ（fプラザ）3階）
❷くらしとしごと相談(巡回相談)
　生活や仕事の悩みや心配事など、
支援員が相談に応じます。
日時　12月10日㈬　10時～16時
場所　鹿島台公民館
問 大崎市自立相談支援センターひあ

りんく　☎25-5581

保健福祉事務所の定例相談
　電話で申し込みしてください。
■アルコール関連問題相談
日時　12月2日㈫　11時～16時
■思春期・青年期ひきこもり相談
日時　12月15日㈪　13時～16時
■精神保健福祉相談
日時　12月25日㈭　14時～15時45分
■共通事項
場所　大崎合同庁舎2階
問 県北部保健福祉事務所母子・障害

第二班　☎87-8011

認知症専門相談
　認知症に関する医療や介護、対応な
どについて専門医が相談に応じます。
日時　12月23日㈫　9時30分～正午
場所　市役所本庁舎内
対象　認知症が気になる人、または家族
定員　先着3人
持ち物　お薬手帳（持っている人）
申込　12月12日㈮まで電話で申し込み
問 高齢障がい福祉課高齢福祉担当

☎23-6085

こころの健康相談
　こころの健康に不安がある人の相
談に、臨床心理士が応じます。
日時　12月8日㈪・22日㈪　10時～
14時30分(電話で申し込み)
場所　古川保健福祉プラザ(fプラザ) 
問 健康推進課健康増進担当

☎23-2215

青少年相談
　子ども自身が困っていることや悩ん
でいること、親としての悩みなどの解
決のためのアドバイスをしています。
期間　月～金曜日(祝日・年末年始を
除く)　9時～17時(来所の場合は電
話で申し込み)
場所　生涯学習課（市役所本庁舎3階南側）
問 青少年センター　☎24-3741

児童生徒と保護者の相談
　不登校や学校生活に関するさまざ
まな悩みについて相談に応じます。
期間　月～金曜日(祝日・年末年始を除
く)　9時30分～16時(電話で申し込み)
場所　旧古川労働基準会館
問 大崎市子どもの心のケアハウス

☎080-6058-1894（代表）
☎080-6058-1926（相談窓口）

相続登記相談・法律相談
　司法書士が無料で相談に応じます。
日時　毎週水・土曜日(12月24日㈬～
令和8年1月3日㈯を除く)　13時30
分～16時30分
場所　大崎司法書士相談センター
(古川旭4-2-1 アサヒビル102号室)
申込　電話（平日9時～17時）で申し
込み（祝日・年末年始を除く）
問 大崎司法書士相談センター

☎23-1802

■人権相談・行政相談
古川地域（社会福祉課）本庁舎2階北側
人権：12月11日㈭　10時～15時

12月25日㈭　13時30分～16時
行政：12月11日㈭・23日㈫　13時30分
～16時
問 社会福祉課生活相談担当　☎23-9125
松山地域（松山総合支所）
人権：12月9日㈫　10時～15時
行政：12月15日㈪　13時30分～16時
問 松山総合支所地域振興課　☎55-2111
三本木地域（三本木総合支所）
人権：12月1日㈪　10時～15時
行政：12月3日㈬　9時～正午
問 三本木総合支所地域振興課　☎52-2112
鹿島台地域（鹿島台総合支所）
人権：12月4日㈭　9時30分～正午
行政：12月9日㈫　9時30分～正午
問 鹿島台総合支所地域振興課　☎56-7111
岩出山地域（岩出山総合支所）
人権：12月5日㈮　9時～正午
行政：12月15日㈪　9時～正午
問 岩出山総合支所地域振興課　☎72-1211
鳴子温泉地域（鳴子総合支所）
人権：12月5日㈮　9時～正午
問 鳴子総合支所地域振興課　☎82-2111
田尻地域（田尻総合支所）
人権：12月1日㈪　8時30分～正午

12月18日㈭　10時～正午
行政：12月18日㈭　10時～正午
問 田尻総合支所地域振興課　☎39-1111

■市民相談・消費生活相談（常設相談）
期間　�月～金曜日（祝日・年末年始を除く）

9時～16時（市民相談は15時まで）
場所　社会福祉課、消費生活センター
問 社会福祉課生活相談担当　☎23-9125

消費生活センター　☎21-7321
■弁護士による多重債務無料法律相談
日時　�12月10日㈬・17日㈬・24日㈬

13時～16時（面接時間は30分）
場所　�市役所本庁舎2階201会議室
定員　各回6人
申込　各相談日の前日まで電話（平日9
時～16時）で申し込み
問 消費生活センター　☎21-7321
■司法書士による相談会（予約優先）
日時　12月11日㈭　13時～16時
場所　岩出山総合支所
申込　12月10日㈬まで電話で申し込み
問 宮城県司法書士会　☎23-1802

※ 本人確認のため、運転免許証、マイナンバーカード、パスポートなどを持参してください。
※ 荒天の場合など、日程の変更や中止になることがあります。
※ 献血に協力可能な事業所などを募集しています。社会福祉課地域共生社会担当（☎23-6012）まで連絡してください。

14日㈰ ▶イオンタウン古川（古川沢田） ▶10:00～11:45　▶13:00～16:00

28日㈰ ▶イオン古川店（古川旭） ▶10:00～11:45　▶13:00～16:00

※ �診療時間内でも、時間帯によって受け付けできないことがありま
す。来院前に電話で相談してください。

※ 都合により変更となる場合があります。電話や大崎市医師会のウェ
　 ブサイトなどで確認してください。

７
日
㈰

昼 内科
古川きたまち内科クリニック（古
川） ☎25-5151
大崎市民病院鹿島台分院（鹿島台） ☎56-2611
鈴木診療所（加美町） ☎68-2121

外科 片倉病院（古川） ☎22-0016
夜 内・外 片倉病院（古川） ☎22-0016

14
日
㈰

昼 内科
冨樫クリニック（古川） ☎23-4456
佐久間内科医院（鹿島台） ☎56-3700
大山医院（加美町） ☎63-3054

外科 鴇田整形外科医院（古川） ☎22-0887
夜 内・外 大崎市民病院（古川） ☎23-3311

21
日
㈰

昼 内科
尾花内科クリニック（古川） ☎21-0087
近江医院（三本木） ☎52-3057
佐々木胃腸科（加美町） ☎63-3324

外科 せきや整形外科（古川） ☎22-1100
夜 内・外 古川星陵病院（古川） ☎23-8181

28
日
㈰

昼 内科
伊藤内科小児科医院（古川） ☎23-8866
大崎ミッドタウン総合メディケア
クリニック（松山） ☎55-3349
鈴木内科医院（加美町） ☎63-3056

外科 早坂整形外科（古川） ☎21-9100
夜 内・外 大崎市民病院（古川） ☎23-3311

29
日
㈪

昼 内科
まつうら内科小児科クリニック（古
川） ☎23-5677
大崎西部クリニック（古川） ☎87-3723

外科 片倉病院（古川） ☎22-0016
夜 内・外 片倉病院（古川） ☎22-0016

30
日
㈫

昼 内科
宮里クリニック（古川） ☎23-7529
大崎東部クリニック（松山） ☎55-2511
中新田クリニック（加美町） ☎63-7676

外科 徳永整形外科病院（古川） ☎22-1111

夜 内科 佐藤病院（古川） ☎22-0207
外科 徳永整形外科病院（古川） ☎22-1111

31
日
㈬

昼 内科

古川きたまち内科クリニック（古
川） ☎25-5151
大崎市民病院（古川） ☎23-3311
天野内科クリニック（田尻） ☎39-1233
公立加美病院（色麻町） ☎66-2500

外科 大崎市民病院（古川） ☎23-3311
夜 内・外 大崎市民病院（古川） ☎23-3311
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